






・
禁
治
産
者

○
禁
固
以
卜

○
年
令
満
一
一
五
才
以
上
（
参
議
院
、
知
事
は
三
十
才
以
上
）
て
あ
る
こ
と
。

次
の
者
は
被
選
挙
権
が
な
い
。

・
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

・
選
挙
犯
罪
で
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
執
行
猶
予
中
の
者
も
被
選
挙
権
は
な
い
。

・
選
挙
犯
罪
で
被
選
挙
権
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
。

ｏ
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
執
行
を
終
る
ま
で
の
者

ｏ
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
（
執
行
猶
予
中
の
者
を

ら
れ
た
い
。

３
立
候
補
の
制
限

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
は
、
特
別
に
規
定
さ
れ
た
者
以
外
は
、
在
職
の
ま
ま
で
立
候
補

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
別
の
規
定
と
は
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
で
、
法
八
九
お
よ
び
令
九
○
を
み

２
立
候
補
者
の
資
格
お
よ
び
制
限

４
立
候
補
の
届
出

ど
の
選
挙
で
も
告
示
の
ま
え
に
立
候
補
予
定
者
む
け
の
説
明
会
か
お
こ
な
わ
れ
、
届
出
関
係
用
紙
が
配

布
さ
れ
る
。
候
補
者
本
人
が
出
席
す
る
必
要
は
な
い
の
で
説
明
会
に
は
あ
な
た
が
必
ず
出
席
す
る
こ
と
。

な
お
、
届
出
書
の
事
前
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
当
局
の
処
置
に
従
っ
て
お
れ
ば
、

立
候
補
届
出
書
の
不
備
は
事
前
に
防
げ
る
。

被
選
挙
権
は
選
挙
の
期
日
に
次
の
要
件
を
そ
な
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
法
一
○
、
一
一
）

除
く
～＝

右
の
公
務
員
が
立
候
補
す
る
場
合
に
は
、
同
時
に
そ
の
公
職
を
失
う
（
法
九
○
）
。JiiTJ
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５
後
援
団
体

政
治
団
体
が
特
定
の
候
補
者
（
候
補
者
と
を
ろ
う
と
す
る
者
を
含
む
）
の
政
見
を
支
持
し
、
彼
を
推
薦

あ
る
い
は
支
持
す
る
こ
と
を
主
な
活
動
と
す
る
と
き
、
こ
れ
を
後
援
団
体
と
い
う
（
法
一
九
九
の
五
）
。

こ
の
よ
う
な
後
援
会
を
事
前
に
組
織
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
公
衆
む
け
に
「
×
×
後
援
会
事
務
所
」
の

よ
う
に
看
板
な
ど
を
か
か
げ
る
こ
と
は
細
か
く
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
法
一
四
三
⑭
、
⑮
を
み
よ
）
。

な
お
演
説
会
の
告
知
用
ポ
ス
タ
ー
を
電
柱
に
貼
る
よ
う
な
こ
と
は
自
由
で
あ
る
。
該
当
す
る
法
律
を
よ
く

調
べ
て
後
援
会
活
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
げ
ら
れ
、
衆
参
（
・

通
称
使
用
申
請
書

は
属
さ
ず
、
候
補

そ
の
他
の
届
出

立
候
補
届
出
書

供
託
書

立
候
補
届
に
と
も
な
っ
て
、
出
納
責
任
者
の
選
任
届
出
（
法
一
八
○
－
一
八
三
）
、
お
よ
び
選
挙
事
務

所
の
設
置
届
出
（
法
一
三
○
）
を
す
ま
せ
る
。
こ
れ
が
な
い
と
、
選
挙
運
動
が
実
際
上
ス
タ
ー
ト
で
き
な

い
。 本
名
の
代
り
に
選
挙
用
に
呼
称
（
た
と
え
ば
ひ
ら
か
を
書
き
）
を
使
用
す
る
と
き
は
そ
の
む
ね
申
請
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
そ
の
通
称
が
す
で
に
ひ
ろ
く
通
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
候
補
側

で
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戸
籍
名
の
漢
字
を
当
用
漢
字
な
ど
に
書
き
代
え
る
こ
と
は
こ
の
通
称
に

は
属
さ
ず
、
候
補
者
の
自
由
で
あ
る
。

選
挙
の
期
日
の
公
示
日
お
よ
び
そ
の
翌
日
の
二
日
間
に
選
挙
長
に
届
出
す
る
。
郵
送
は
不
可
。

届
出
書
に
は
、
「
党
派
名
」
を
記
載
す
る
が
、
こ
の
場
合
は
そ
の
政
治
団
体
の
所
属
証
明
書
が
い
る
。
こ

れ
が
な
い
と
「
無
所
属
」
と
な
る
。

候
補
者
本
人
の
立
候
》
補
》
届
出
の
場
合
は
本
人
が
供
託
す
る
。
供
託
金
は
、
今
度
の
改
正
で
大
巾
に
引
き

げ
ら
れ
、
衆
参
（
た
だ
し
地
方
区
）
お
よ
び
知
事
選
挙
の
場
合
は
一
○
○
万
円
で
あ
る
。

~､、
□

１４５
１４４



め
で
あ
る
○

用
で
き
る
。

・
特
定
の
人
の
政
治
《
活
動
を
支
持
す
る
た
め
に
後
援
会
を
つ
く
る

・
後
援
会
へ
の
加
入
を
友
人
・
知
人
に
勧
め
る

・
後
援
会
、
立
候
補
者
に
た
い
し
て
寄
付
を
す
る
。
た
だ
し
、
い
く
つ
か
の
制
限
か
あ
る
。
候
補
者
に
た

い
し
て
は
法
一
九
九
の
二
③
を
、
後
援
会
に
た
い
し
て
は
法
一
九
九
の
五
の
③
を
参
照
の
こ
と

・
立
候
補
予
定
者
か
ら
政
策
を
き
く
こ
と

・
立
候
補
者
を
推
薦
す
る
こ
と

・
講
演
会
、
懇
談
会
を
開
き
、
参
加
を
勧
め
る
こ
と

・
公
選
法
お
よ
び
同
政
令
の
禁
止
事
項
以
外
の
す
べ
て
の
こ
と
。

な
お
、
本
書
、
第
四
章
で
述
べ
た
あ
な
た
の
選
挙
の
「
事
前
運
動
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
と
考
え
方

や
り
方
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

⑥
．
定
員
四
人
以
上
十
人
以
下
の
小
型
貨
物
自
動
車
（
い
わ
ゆ
る
ワ
ゴ
ン
ス
タ
イ
ル
の
４
ナ
ン
バ
ー
の
車
）

⑥
四
輪
駆
仁
動
式
自
動
車
で
車
輌
重
量
一
一
ト
ン
以
下
の
も
の
（
い
わ
ゆ
る
・
シ
ー
プ
）

●
候
補
車
の
デ
コ
レ
１
シ
ョ
ン

ポ
ス
タ
ー
・
看
板
・
ち
ょ
う
ち
ん
の
類
が
と
り
つ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
大
き
さ
の
制
限
が
あ
る
だ
け

で
、
枚
数
内
容
は
自
由
（
た
だ
し
ち
ょ
う
ち
ん
は
一
個
だ
け
）
。
シ
ン
ポ
ル
カ
ラ
ー
に
車
体
を
塗
る
こ
と

③
定
員
十
人
以
下
の
乗
用
自
動
車
（
た
だ
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
ー
や
オ
ー
・
フ
ン
カ
ー
式
に
改
造
し
た
、
も
の

九
の
二
を
参
照
）

候
補
車

候
補
者
一
人
に
つ
き
一
台
が
拡
声
機
一
そ
ろ
え
つ
き
で
使
用
で
き
る
。
使
用
で
き
る
自
動
車
は
、
い
わ

ゆ
る
宣
伝
カ
ー
式
の
も
の
は
だ
め
で
以
下
の
一
一
一
種
に
限
ら
れ
る
（
く
わ
し
く
は
、
法
一
四
一
⑨
「
令
一
○

Ｏ
事
前
運
動

７
選
挙
用
自
動
車

「
事
前
運
動
」
と
い
う
規
定
は
法
律
に
は
な
い
。
本
来
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た

し
あ
る
。
し
か
し
、
経
験
的
に
可
能
と
み
な
さ
れ
る
「
事
前
運
動
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
活

｛
台
数
と
種
類
）

は
不
可
）

藻用津
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党
車

確
認
団
体
は
そ
の
本
部
支
所
を
通
じ
て
一
定
台
数
以
下
の
車
を
使
え
る
。
衆
参
（
地
方
区
）
議
院
選
で

は
三
台
以
内
（
た
だ
し
、
衆
院
選
で
は
所
属
候
補
数
が
一
一
十
五
人
を
越
え
る
場
合
は
十
人
増
す
ご
と
に
プ

ラ
ス
｜
台
、
参
院
地
方
区
で
は
同
十
人
を
越
え
る
場
合
は
十
人
増
す
ご
と
に
プ
ラ
ス
一
台
）
。
知
事
選
で

は
一
台
。
し
た
が
っ
て
、
全
国
選
挙
で
八
地
方
党
Ｖ
が
使
え
る
党
車
は
せ
い
ぜ
い
３
／
妬
台
で
、
事
実
上

使
用
が
困
難
で
あ
る
。
地
方
選
挙
で
活
用
さ
れ
た
い
。
な
お
、
党
車
は
政
治
宣
伝
の
た
め
だ
か
ら
、
所
属

候
補
者
の
名
な
ど
を
記
し
た
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
な
い
。
（
以
上
、
法
二
○
一
の
五
①
、
六
①
、
九

①
）
。

は
自
由
。
（
以
上
法

●
乗
車
で
き
る
人
員

●
候
補
車
の
無
料
使
用

衆
参
両
院
の
選
挙
の
場
合
は
、
選
挙
公
営
の
た
て
交
え
か
ら
、
｜
定
限
度
額
内
（
と
い
っ
て
も
最
高
一

日
五
万
円
）
で
候
補
車
の
使
用
料
を
当
局
か
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
法
定
得
票
か
得
ら

れ
ず
供
託
物
を
没
収
さ
れ
る
候
補
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
適
用
さ
れ
な
い
（
法
一
四
一
④
）
。
あ
な
た
は

も
ち
ろ
ん
、
法
定
得
票
が
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
右
の
適
用
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
手
続
き
を
す
べ
き
で
あ

る
。
手
続
き
の
仕
方
に
つ
い
て
は
前
記
参
考
書
を
み
ら
れ
た
い
。

衆
参
両
院
の
選
挙
の
場
合
は
、
法
定
ビ
ラ
か
候
補
一
人
に
つ
き
一
一
種
類
だ
せ
る
。
枚
数
は
合
せ
て
一
一
万

枚
×
そ
の
選
挙
区
の
定
員
（
衆
院
）
、
十
万
’
’
一
一
十
万
枚
（
参
院
）
ま
で
で
あ
る
（
法
一
四
一
一
〔
〕
Ｕ
）
。

ビ
ラ
の
規
格
は
長
さ
一
一
十
九
・
七
ｍ
×
巾
二
十
一
ｍ
以
内
、
ま
た
選
管
交
付
の
証
紙
を
は
ら
ね
ば
な
ら
な

い
○ 候
補
者
、

止
さ
れ
る
。

８
Ｐ
］
｜
フ候
補
者
の
法
定
ビ
ラ

（
以
上
法
一
四
三
、
①
、
⑧
）
。

運
転
手
一
人
以
外
に
乗
車
用
腕
章
を
つ
け
た
運
動
員
四
人
ま
で
で
、
こ
れ
以
上
の
乗
車
は
禁

瓜
」
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衆
議
院
選
挙
で
は
、

選
で
は
千
枚
）
ま
で
、

前
な
ど
は
書
け
な
い
。

照等
起一ゾ

、

０‐づ

党
の
ビ
ラ

候
補
一
人
あ
た
り
三
万
五
千
枚
の
法
定
葉
書
が
使
用
で
き
る
。
た
だ
し
、
参
院
地
方
区
、
知
事
選
の
場

合
、
そ
の
選
挙
区
内
の
衆
議
院
選
の
選
挙
区
が
二
つ
以
上
あ
る
と
き
、
そ
の
一
つ
に
つ
き
五
千
枚
づ
つ
増

加
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
葉
書
は
無
料
で
給
付
さ
れ
る
。
ま
た
、
前
に
述
べ
た
ご
と
く
、
通
常
の
使
用
法
で

は
、
こ
の
葉
書
を
誰
が
ど
こ
に
（
選
挙
区
外
で
も
）
だ
し
て
も
よ
い
か
ら
、
あ
な
た
の
党
の
観
点
で
活
用

で
き
る
（
以
上
法
一
四
二
）
。

な
お
ビ
ラ
作
成
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
衆
参
両
院
選
に
つ
き
、
自
動
車
と
同
様
な
無
料
制
度
が
も
う
け

ら
れ
て
い
る
（
法
一
四
一
一
⑦
）
。
ビ
ラ
の
ま
き
方
に
つ
い
て
は
前
章
を
み
よ
。

個
人
演
説
会
告
知
用
ポ
ス
タ
１
と
選
挙
ポ
ス
タ
ー
と
か
あ
る
。
こ
れ
ら
は
公
設
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
以

外
に
は
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
衆
参
お
よ
び
知
事
選
の
場
合
）
の
で
、
枚
数
は
掲
示
場
の
数
に
よ
る
。
も

っ
と
も
選
挙
期
間
中
は
り
替
え
は
自
由
で
あ
る
。
大
き
さ
は
、
選
挙
ポ
ス
タ
ー
が
長
さ
四
一
一
ｍ
、
巾
三
十

ｍ
、
個
人
演
説
用
は
長
さ
四
二
ｍ
、
巾
十
ｍ
・
掲
示
板
は
こ
れ
ら
を
同
時
に
並
べ
て
は
れ
る
ス
ペ
ー
ス
に

な
っ
て
い
る
。
（
法
一
四
三
お
よ
び
一
四
四
）
。

法
定
得
票
を
得
た
場
合
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
は
無
料
と
な
る
。
（
法
一
四
三
⑬
）
。

衆
参
両
院
選
で
三
種
、
知
事
選
で
一
一
種
の
「
党
の
ビ
ラ
」
が
発
行
で
き
る
。
い
ず
れ
も
、
自
治
大
臣
ま

た
は
県
選
挙
管
理
委
へ
と
ど
け
で
る
。
確
認
団
体
の
ビ
ラ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
選
挙
区
で
の
特
定
の
候
補
者
．

の
氏
名
等
を
記
載
で
き
な
い
（
以
上
法
一
○
一
の
五
）
。
衆
参
両
院
選
挙
で
は
、
党
車
の
使
用
と
同
様
、

党
の
ビ
ラ
に
つ
い
て
も
、
自
由
な
活
用
は
事
実
上
で
き
な
い
。

選
挙
期
日
の
公
示
ま
た
は
告
示
の
あ
っ
た
日
か
ら
四
日
間
に
、
掲
載
文
を
添
え
て
申
請
す
る
。

字
数
も
一
一
千
字
ま
で
書
け
、
選
管
に
よ
っ
て
選
挙
人
の
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
る
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
あ
な

た
に
と
っ
て
も
不
可
欠
で
あ
る
。
（
法
一
六
七
）
。

Ⅲ
葉
書

ワ
ポ
ス
タ
ー

Ⅱ
選
挙
公
報

党
車
や
ビ
ラ
と
違
い
、
党
の
ポ
ス
タ
１
は
各
地
方
ご
と
に
自
由
に
活
用
で
き
る
か
ら
、
八
第
一
一
一
勢
力
Ｖ
１

、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
大
害
し
て
ぜ
ひ
使
う
べ
き
で
あ
る
。
（
以
上
、
法
一
一
○
｜
の
五
①
、
六
①
、
九
①
参

一
選
挙
区
ご
と
に
長
さ
八
十
五
皿
巾
六
十
ｍ
以
内
の
も
の
を
千
五
百
枚
（
知
事

党
の
宣
伝
ビ
ラ
が
使
用
で
き
る
。
た
だ
し
、
ビ
ラ
の
場
合
と
同
様
、
候
補
者
の
名
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四
政
見
お
よ
び
経
歴
放
送

ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
に
よ
る
も
の
で
無
料
で
あ
る
。
｜
回
四
分
一
一
一
十
秒
、
全
部
で
六
回
（
衆
院
）
で
き
る
。

（
法
一
五
○
）
。
申
し
込
み
は
公
示
の
あ
っ
た
日
の
翌
々
日
ま
で
で
、
と
の
期
日
ま
で
に
申
込
み
を
し
な

い
候
補
者
は
政
見
放
送
か
で
き
左
い
か
ら
注
意
す
る
こ
と
。
そ
の
後
放
送
局
で
録
画
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

党
の
政
策
広
告

衆
参
両
院
選
で
、
党
（
確
認
団
体
）
の
政
策
広
告
を
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
新
聞
に
四
回
ま
で
無
料
で
だ

せ
る
（
法
一
一
○
｜
の
一
五
）
。
八
第
三
勢
力
Ｖ
代
表
の
「
’
’
十
五
人
同
盟
」
の
登
場
を
、
全
国
的
に
知
ら

せ
る
の
に
利
用
す
る
と
よ
い
。

な
お
、
自
分
の
広
告
の
の
っ
た
新
聞
を
多
量
に
購
入
し
て
選
挙
人
に
ば
ら
ま
い
た
り
、
掲
示
し
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

手
続
き
は
、
掲
卦

る
。
（
法
一
四
九
）

Ｂ
新
聞
広
告

候
補
者
か
、
選
挙
運
動
と
し
て
新
聞
を
一
利
用
で
き
る
の
は
と
の
公
定
広
告
の
み
で
あ
る
。
選
挙
期
間
中

五
回
（
知
事
選
で
四
回
）
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
新
聞
に
広
告
が
で
き
、
無
料
で
あ
る
。
ど
の
新
聞
に
何
回

の
せ
る
か
の
選
択
は
候
補
者
の
自
由
で
あ
る
。

手
続
き
は
、
掲
載
希
望
日
の
前
、
余
裕
を
も
っ
て
希
望
す
る
新
聞
社
へ
、
広
告
原
稿
と
と
も
に
提
出
す

法
的
に
選
挙
運
動
に
従
事
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
者
が
あ
る
。

ま
ず
は
公
務
員
。
国
家
公
務
員
は
地
域
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
ま
た
地
方
公
務
員
は
そ
の
所
属
す
る
関

係
区
域
内
で
、
選
挙
運
動
が
で
き
た
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
公
務
員
お
よ
び
教
員
は
、
そ
の
地
位
を
利
用

す
る
選
挙
運
動
が
で
き
た
い
。
教
員
の
地
位
利
用
禁
止
は
地
域
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
ま
た
国
公
立
と
私

立
と
を
問
わ
な
い
。
た
だ
し
、
私
立
学
校
の
教
員
の
一
般
選
挙
活
動
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
い
（
法
一
三
六
）
。

選
挙
期
間
中
、
政
治
団
体
の
本
部
で
直
接
発
行
し
従
来
か
ら
の
通
常
の
方
法
で
頒
布
す
る
機
関
紙
誌
は
、

自
治
大
臣
、
選
管
に
届
け
出
た
も
①
各
一
種
に
限
り
、
選
挙
に
関
す
る
報
道
・
評
論
を
掲
載
し
て
発
行
し

う
る
。
芝
藝
だ
し
号
外
、
臨
時
号
な
ど
特
別
の
方
法
で
だ
す
こ
と
は
不
可
。
萱
た
、
継
続
し
て
発
行
し
て
い

る
期
間
が
六
ケ
月
に
満
た
な
い
も
の
は
、
「
政
談
演
説
会
で
し
か
頒
布
で
き
な
い
。
（
法
一
一
○
一
の
一
四
）

党
の
機
関
紙
誌
に
つ
い
て
は
、
実
際
問
題
と
し
て
地
方
選
挙
以
外
に
は
利
用
す
る
こ
と
が
む
つ
か
し
い

が
、
一
応
記
し
て
お
く
。

１５

必
機
関
紙
誌

妬
選
挙
運
動
員

Ｉ

選
挙
期
間
前
に
（
あ
る
場
合
に
は
期
間
中
に
）
用
意
し
た
文
書
類
を
適
宜
使
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
述
べ
な
い
。

１５２
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な
い
。

最
後
に
、
未
成
年
者
（
満
二
十
才
未
満
）
は
一
切
選
挙
運
動
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
法
一

一
一
一
七
の
一
一
）
。
た
だ
し
、
た
ん
に
選
挙
運
動
の
た
め
の
労
務
に
使
用
す
る
こ
と
は
か
ま
わ
な
い
。
腕
章
を

つ
け
た
選
挙
カ
ー
の
乗
員
な
ど
に
な
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

〃
気
勢
を
張
る

「
何
人
も
、
選
挙
運
動
の
た
め
、
自
動
車
を
連
ね
又
は
隊
伍
を
組
ん
で
往
来
す
る
等
に
よ
っ
て
、
気
勢

を
張
る
行
為
を
す
る
こ
と
か
で
き
な
い
（
法
一
四
○
）
。
こ
れ
は
、
た
ん
に
往
来
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

不
特
定
多
数
人
に
威
圧
を
加
え
る
示
威
運
動
を
す
る
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。
今
後
八
第
一
一
一
勢
力
選
挙
Ｖ
が

一
般
的
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
こ
の
条
項
に
よ
る
規
制
は
強
ま
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
よ
く
注
意
し
て
、
と

の
規
制
に
ひ
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
「
気
勢
を
張
ろ
う
」
。

凪
連
呼
す
る

選
挙
運
動
の
た
め
連
呼
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
演
説
会
場
お
よ
び
街
頭
演
説
の
場
所
、

お
よ
び
一
定
一
制
限
の
も
と
に
選
挙
カ
ー
の
上
か
ら
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。

・
演
説
会
場
と
は
、
個
人
お
よ
び
立
合
演
説
の
会
場
を
い
い
、
会
場
内
で
演
説
の
前
後
、
合
間
に
連
呼
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
窓
か
ら
外
に
向
っ
て
は
で
き
な
い
。

・
街
頭
演
説
の
場
所
で
演
説
の
前
後
ま
た
は
そ
の
合
間
に
連
呼
で
き
る
。
ま
だ
停
止
し
た
自
動
車
上
か
ら

街
頭
演
説
一
を
す
る
場
合
、
こ
の
車
上
か
ら
も
連
呼
で
き
る
。
た
だ
し
車
上
で
は
連
呼
者
は
候
補
者
以
外
は

一
・
．
■

腕
一
旱
を
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
映
画
の
幕
間
、
工
場
の
休
憩
時
間
等
を
利
用
し
た
演
説
（
た
ん
た
る
演
説
）
の
場
で
も
、
連
呼
で
き
る
。

時
間
の
制
限
は
な
く
、
午
後
八
時
以
降
で
も
演
説
に
と
も
な
う
か
ぎ
り
許
さ
れ
る
。

。
「
流
し
連
呼
」
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
大
い
に
八
第
三
勢
力
Ｖ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
連
呼
し
よ
う
。
た
だ
し
、
次
の
場
所
で
は
、
連
呼
が

。
「
流
し
連
呼
」
片

以
上
、
大
い
に
八

禁
止
さ
れ
て
い
る
。

１７

街
頭
演
説
は
、
午
後
八
時
ｌ
翌
朝
七
時
ま
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
と
も
な
い
連
呼
も
で
き

①
立
会
演
説
の
開
催
予
定
時
刻
の
一
一
一
時
間
前
か
ら
そ
の
終
了
予
定
時
刻
の
一
一
時
間
後
ま
で
の
間
、
そ
の

会
場
か
ら
一
一
一
○
○
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
。

②
国
、
地
方
公
共
団
体
、
国
鉄
、
電
電
公
社
な
ど
の
管
理
す
る
建
物
（
公
営
住
宅
は
除
く
）
。
た
だ
し
、

こ
の
蓮
一
物
を
立
合
、
個
人
演
説
会
に
使
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
な
い
。

③
汽
車
、
電
車
、
パ
ス
、
船
、
停
車
場
そ
の
他
鉄
道
敷
地
内
。

④
病
院
な
ど
療
養
施
設
。

一
』
０
｝ 」｜｜ごｐＨ、、》ＩＬｗ斡低・仇０Ⅷ．。Ⅵ、い、叫叫匹沿０■巴）２
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道
路
を
歩
き
を
が
ら
や
、
走
行
す
る
自
動
車
の
上
か
ら
す
る
演
説
（
「
流
し
演
説
」
）
は
禁
止
さ
れ
る
。

街
頭
演
説
す
る
場
所
に
、
ポ
ス
タ
１
や
立
看
を
た
て
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
街
頭
演
説
で
き
る
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
、
学
校
な
ど
の
施
設
付
近
で
は
静

穏
を
保
持
す
る
よ
う
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

街
頭
演
説
に
お
い
て
選
挙
運
動
に
従
事
す
る
者
は
候
補
一
人
に
つ
き
十
五
人
を
越
え
て
は
な
ら
ず
、
こ

れ
ら
の
者
は
法
定
の
腕
章
を
つ
け
る
。
こ
の
腕
章
に
は
、
自
動
車
の
乗
員
用
の
も
の
が
準
用
で
き
る
の
で
、

街
頭
演
説
用
腕
章
は
十
一
枚
交
付
さ
れ
る
。
（
以
上
法
一
六
五
）

街
頭
演
説
の
場
所
で
は
、
選
挙
用
ビ
ラ
を
頒
布
し
（
法
一
四
一
一
③
）
、
ま
た
連
呼
で
き
る
。
ま
た
知
人

や
通
行
人
に
路
上
で
「
よ
ろ
し
く
頼
む
」
と
い
う
こ
と
（
「
個
々
面
接
」
）
も
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
は
、
計
十
五
人
の
運
動
員
が
街
頭
で
「
騒
ぐ
」
た
め
の
基
本
形
態
で
あ
る
か
ら
、
「
敵
候
補
」
と

の
遭
遇
戦
な
ど
で
充
分
活
用
し
よ
う
。

な
お
、
党
に
よ
る
街
頭
政
談
演
説
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
「
党
車
」
て
、
停
止
し
て
い
る
も
の

の
車
上
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
限
る
。
（
法
一
一
○
一
の
五
、
’
’
○
一
の
一
○
）

選
挙
管
理
委
の
交
付
す
る
標
旗
を
掲
げ
て
街
頭
演
説
を
す
る
。
屋
内
か
ら
街
頭
に
向
っ
て
行
う
演
説
も

こ
れ
に
含
ま
れ
る
・
標
旗
は
候
補
者
一
人
に
つ
き
一
本
交
付
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
候
補
者
以
外
も
演
説

で
き
る
○

立
合
演
説
会
は
、
選
挙
管
理
委
か
計
画
し
実
施
す
る
候
補
者
の
演
説
会
で
あ
る
・
と
の
開
催
計
画
は
、

公
示
の
日
か
ら
一
一
日
以
内
に
告
示
さ
れ
る
。

立
合
演
説
は
、
班
別
編
成
に
よ
ら
な
い
も
の
と
よ
る
も
の
と
か
あ
る
。
班
別
編
成
に
よ
ら
な
い
立
合
演

説
会
に
参
加
す
る
場
合
は
、
開
催
予
定
の
会
場
ご
と
に
参
加
希
望
を
あ
ら
か
じ
め
選
管
に
申
出
る
。

班
別
編
成
に
よ
る
立
合
演
説
会
で
は
、
参
加
候
補
者
を
各
班
別
に
わ
け
、
班
ご
と
同
じ
顔
ぶ
れ
で
各
会

場
を
一
巡
す
る
。
こ
の
場
合
参
加
の
申
出
は
、
各
会
場
ご
と
の
参
加
で
は
な
く
、
た
だ
「
立
合
演
説
に
参

加
し
た
い
」
旨
申
出
れ
ば
よ
い
。

立
合
演
説
会
で
の
演
説
の
順
位
は
重
要
で
あ
る
が
、
班
別
編
成
に
よ
ら
な
い
場
合
は
各
会
場
ご
と
参
加

候
補
者
間
の
ク
ジ
で
決
め
ら
れ
る
。
班
別
編
成
の
場
合
は
、
最
初
の
会
場
で
ク
ジ
で
決
め
、
以
降
は
順
ぐ

り
に
順
序
を
繰
り
上
げ
る
。
（
法
一
五
六
）

立
合
演
説
会
で
演
説
で
き
る
の
は
候
補
者
本
人
で
あ
る
が
、
本
人
が
演
説
す
る
こ
と
が
で
き
た
い
と
き

は
、
｜
会
場
に
つ
き
一
人
を
限
っ
て
、
代
理
人
が
演
説
で
き
る
。
（
法
一
五
四
）

立
合
演
説
会
場
の
入
口
で
、
法
定
ビ
ラ
を
頒
布
で
き
る
。

四
演
説
す
る

2０

立
合
演
説
会
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確
認
政
治
団
体
は
そ
の
所
属
す
る
候
一
補
者
数
の
四
倍
（
衆
議
院
選
）
、
あ
る
い
は
衆
議
院
の
選
挙
区
ご
と

に
二
回
（
参
院
地
一
方
区
、
知
事
選
）
の
政
談
演
説
会
が
開
催
で
き
る
。
こ
の
演
説
会
で
は
、
所
属
候
補
者

の
宣
伝
は
で
き
る
が
、
個
人
演
説
会
で
は
な
く
政
談
演
説
会
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。

政
談
演
説
会
は
、
党
車
の
街
頭
演
説
、
ポ
ス
タ
ー
で
通
知
す
る
。
ま
た
演
説
会
場
に
は
立
看
類
（
規
格

の
規
制
な
し
）
か
五
個
ま
で
使
用
で
き
る
。
（
法
一
一
○
一
の
五
①
三
六
①
、
九
①
）

個
人
演
説
会
の
開
催
は
、
選
挙
ポ
ス
タ
ー
や
葉
書
で
通
知
す
る
ほ
か
、
街
頭
演
説
の
機
会
に
口
頭
で
告

知
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
演
説
会
場
前
に
は
、
選
管
か
ら
交
付
さ
れ
る
表
示
板
（
計
五
枚
）
を
つ
け
た
看

板
（
た
て
一
一
七
一
一
一
ｍ
よ
こ
七
一
一
一
ｍ
以
内
）
を
、
｜
つ
以
上
必
ず
掲
示
し
、
こ
れ
以
外
の
文
書
図
画
は
一
切

個
人
演
説
会
に
は
、
学
校
、
公
民
館
な
ど
公
営
施
設
も
使
用
で
き
る
。
同
一
施
設
ご
ど
に
一
回
限
り
無

料
で
あ
り
、
使
用
時
間
は
五
時
間
以
内
、
予
定
日
前
一
一
日
ま
で
に
選
管
委
に
申
出
る
。

掲
示
で
き
な
い
。

個
人
演
説
会
は
候
補
者
が
主
催
し
て
開
催
す
る
演
説
会
で
あ
る
。
同
じ
時
間
帯
で
同
時
に
五
ケ
所
ま
で

開
催
で
き
る
。
候
補
者
本
人
以
外
、
誰
が
演
説
し
て
も
よ
い
し
、
ま
た
録
音
装
置
で
演
説
を
き
か
せ
る
こ

と
も
可
。
（
法
一
六
一
’
’
六
四
の
四
）
。

推
薦
演
説
会
を
知
ら
せ
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
（
選
挙
ポ
ス
タ
１
と
同
一
規
格
）
は
、
一
つ
の
演
説
会
場

に
つ
い
て
五
○
○
枚
以
内
掲
示
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
選
挙
区
の
特
定
候
補
者
の
氏
名
（
氏
名
か
類
推

さ
れ
る
よ
う
な
事
項
を
含
む
）
は
記
載
で
き
な
い
。
演
説
会
の
会
場
外
に
は
一
会
場
に
つ
き
、
立
看
の
類

を
二
個
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

衆
参
両
院
選
挙
の
場
合
、
推
薦
団
体
の
演
説
会
が
開
催
で
き
る
。
（
法
二
○
一
の
四
）

こ
の
場
合
、
候
補
者
は
荏
定
確
認
団
体
に
所
属
す
る
者
以
外
の
も
の
と
さ
れ
る
。
推
薦
団
体
は
、
と
の

候
補
者
の
同
意
書
を
添
え
て
、
選
管
委
に
申
請
し
て
確
認
書
の
交
付
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

羽
政
談
演
説
会

〃
推
薦
演
説
会

個
人
演
説
会
場
内
で
は
、
看
板
・
ち
ょ
う
ち
ん
が
掲
示
で
き
、
ま
た
ビ
ラ
の
頒
布
も
で
き
る
。

Ⅲ
個
人
演
説
会

推
薦
演
説
会
は
、
そ
の
推
薦
す
る
候
補
者
の
選
挙
区
で
、
推
薦
候
補
者
数
の
四
倍
の
回
数
ま
で
開
催
で

巴
一
凸
ｒ

ｉｉｉ
iiillj
ｉｉＭｊ
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、
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四
理_／

●
虚
偽
事
実
を
公
表
す
る

他
候
補
の
不
利
益
の
た
め
に
、
手
段
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
ま
た
他
候
補
者
に
関
す
る
事
項
の
い
か
ん

を
問
わ
ず
、
虚
偽
事
実
ま
た
は
事
実
を
ゆ
が
め
て
公
表
す
る
こ
と
。
（
法
一
一
三
五
②
）
。

選
挙
に
関
し
、
鉄
砲
、
刀
剣
、
梶
棒
そ
の
他
、
人
を
殺
傷
す
る
に
足
る
ぺ
き
物
件
を
携
帯
し
た
者
は
、

こ
れ
に
よ
り
、
な
ん
ら
の
暴
行
を
す
る
に
い
た
ら
ず
と
も
、
ま
た
必
ず
し
も
暴
行
の
目
的
を
も
た
な
く
と

も
、
こ
れ
ら
物
件
の
携
帯
だ
け
で
、
本
罪
は
成
立
す
る
。
（
法
二
一
一
一
一
）
。

●
選
誉
妨
害
を
煽
動
す
る

演
説
、
新
聞
、
雑
誌
や
ビ
ラ
を
ど
方
法
を
問
わ
ず
、
前
記
の
選
挙
妨
害
を
煽
動
す
る
こ
と
。
（
法
二
一
一
一

●
凶
器
を
携
帯
す
る

●
利
害
関
係
を
利
用

た
と
え
ば
小
作
閲

す
る
こ
と
。
（
法
二
二

●
多
衆
で
暴
行
す
る

●
暴
行
、
威
ヵ
を
加
え
る

選
挙
に
関
し
、
選
挙
人
（
有
権
者
）
、
候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
、
選
挙
運
動
者
、
ま
た

は
当
選
人
（
選
挙
終
了
後
を
想
定
）
に
対
し
、
暴
行
も
し
く
は
威
力
を
加
え
、
ま
た
は
こ
れ
を
拐
引
す
る

こ
と
か
罪
に
問
わ
れ
る
。
こ
こ
で
拐
引
と
は
、
投
票
所
へ
い
く
選
挙
人
を
力
ず
く
で
連
れ
去
る
こ
と
な
ど

を
指
す
。
（
法
二
二
五
７
１
）

●
交
通
、
集
会
、
演
説
を
妨
害
す
る

交
通
も
し
く
は
集
会
の
便
を
妨
げ
、
ま
た
演
説
を
妨
害
す
る
こ
と
。
（
法
一
一
二
五
Ｉ
）

●
利
害
関
係
を
利
用
し
て
威
迫
す
る

た
と
え
ば
小
作
関
係
、
用
水
権
、
債
権
な
ど
の
特
殊
な
利
害
関
係
を
利
用
し
て
、
選
挙
人
等
を
威
迫

す
る
こ
と
。
（
法
一
一
一
一
五
ｍ
巴

型
選
挙
犯
罪
の
う
ち
、
選
挙
雁
妨
害
一
罪
に
あ
た
る
規
定
を
、

と
く
に
八
あ
な
た
Ｖ
に
必
要
な
か
ぎ
り
抜
粋
し
て
お
こ
う

多
衆
集
合
し
、
前
記
暴
行
・
威
力
を
加
え
る
、
も
し
く
は
拐
引
す
る
こ
と
。
（
法
一
一
三
○
①
）

●
多
数
集
合
し
て
解
散
し
た
い

前
記
の
罪
（
法
一
一
三
○
①
）
を
犯
す
た
め
、
多
数
が
集
合
し
、
暴
行
す
る
に
い
た
る
ま
え
、
官
憲
か
ら

三
回
以
上
解
散
命
令
を
う
け
て
も
解
散
し
た
い
こ
と
。
（
法
一
一
一
一
一
○
②
）
。
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Ｉ
選
挙
統
計
の
一
師
み
方

さ
て
、
八
あ
な
た
の
選
挙
繭
Ｖ
は
終
っ
た
。

開
票
結
果
、
あ
な
た
の
候
補
者
が
当
選
す
る
に
し
て
上
落
選
す
る
に
し
て
も
、
八
選
挙
の
時
代
Ｖ
の
選

第
八
章
「
敗
北
」
の
後
に

挙
に
と
り
か
か
っ
た
あ
な
た
と
し
て
は
、
選
挙
統
計
を
真
剣
に
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
新
左
翼
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
選
挙
な
ど
は
、
せ
っ
か
く
選
挙
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
得
票
率

も
含
め
た
選
挙
統
計
か
ら
、
意
味
の
あ
る
「
調
査
結
果
」
を
引
き
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

し
か
し
、
選
挙
統
計
の
「
読
み
方
」
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
り
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
し
た
た
め
で
は
な
い
。

そ
れ
ら
の
選
挙
が
、
そ
も
そ
も
選
挙
に
す
ら
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
だ
と
す
れ
ば
、
自
ら
の

得
票
率
や
そ
の
分
布
に
、
た
い
し
て
意
味
の
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
「
得
票
率
な
ど
問
題
外
」
と
い
う
や

け
れ
ど
も
、
来
る
べ
き
あ
な
た
の
選
挙
の
結
果
も
か
く
の
ご
と
き
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
な
た
が
選
挙

を
「
蚕
じ
め
に
」
や
ら
な
か
っ
た
証
拠
で
あ
り
、
八
選
挙
の
時
代
Ｖ
の
選
挙
を
過
少
評
価
し
た
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
あ
な
た
は
選
挙
統
計
か
ら
、
あ
な
た
自
身
に
つ
い
て
の
評
価
を
主
と

し
た
意
味
の
あ
る
デ
ー
タ
ー
を
、
必
ず
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
選
挙
統
計
か
ら
読
み
と
り
う
る
直
接
の
デ
ー
タ
ー
は
、
選
挙
と
い
う
人
工
的
政
治
空
間
と
人

為
的
階
級
闘
争
に
限
定
さ
れ
た
デ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
レ
ー
ー
ー
ン
が
、
選
挙
と
は
人
民
の
階
級
意
識
の
．
ハ
ロ

メ
ー
タ
ー
だ
と
い
っ
た
、
か
ど
う
か
知
ら
な
い
が
、
選
挙
統
計
か
ら
「
革
命
」
の
現
実
性
（
非
現
実
性
）

を
論
じ
る
こ
と
左
ど
、
よ
ほ
ど
特
殊
な
時
期
で
も
な
け
れ
ば
意
味
の
な
い
こ
と
だ
。
あ
な
た
は
、
選
挙
統

計
か
ら
、
八
選
挙
の
時
代
Ｖ
Ｉ
Ａ
第
三
勢
力
Ｖ
お
茎
び
八
地
方
党
Ｖ
の
時
代
の
到
来
を
確
証
す
る
こ
と

だ
。

つ
だ
。

ＩＣ２
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本
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
し
ば
し
ば
昨
春
の
茨
城
知
事
選
挙
で
の
八
第
三
勢
力
代
表
Ｖ
の
登
場
を
、
例

と
し
て
ひ
き
あ
い
に
だ
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
本
人
た
ち
が
「
政
治
実
験
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
、
Ａ
第

三
勢
力
Ｖ
の
ほ
ん
の
〈
シ
リ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
今
で
は
、
選
挙
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
状
況
は
急
激
に
進

ん
で
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
に
彼
ら
の
選
挙
統
計
の
読
み
方
塗
引
用
す
る
が
、
こ
れ
は
、
第
三
勢
力
流

統
計
の
読
み
方
の
ほ
ん
の
一
例
に
す
ぎ
ず
、
あ
な
た
は
こ
れ
に
な
ら
い
、
ま
た
こ
れ
を
批
判
し
、
さ
ら
に

ず
っ
と
意
味
の
あ
る
結
論
ｌ
あ
な
た
の
選
挙
に
関
す
る
当
面
の
結
論
を
だ
す
と
と
が
で
倉
る
だ
ろ
う
。

（
以
下
、
同
選
挙
の
資
料
集
ｌ
『
遠
方
か
ら
」
第
四
号
Ｉ
蝋
，
引
用
）
．

２
得
票
率
の
意
味

ま
ず
第
一
に
、
得
票
率
で
あ
る
。
全
国
的
な
第
三
勢
力
登
場
の
勢
い
の
な
か
で
、
あ
な
た
の
得
票
率
を

こ
の
勢
い
を
示
す
も
の
と
し
て
読
も
う
。
茨
城
の
場
合
に
は
事
実
上
の
第
三
の
候
補
（
民
社
・
日
共
）
と

の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ろ
の
で
あ
る
。

「
都
知
事
選
挙
と
く
ら
べ
て
よ
る
と
、
茨
城
に
お
け
る
石
川
の
得
票
は
大
政
党
・
大
労
組
（
民
社
・
同

、
●

盟
）
に
支
え
ら
れ
た
松
下
候
補
の
得
票
率
を
同
じ
く
一
一
一
位
で
あ
り
な
が
ら
Ｔ
は
る
か
に
上
室
わ
っ
て
い

ＩＤユ
1６５
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３
地
方
政
治
地
図
を
塗
一
り
変
え
る

「
次
に
茨
城
県
の
過
去
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。
表
（
茨
城
県
知
事
選
得
票
の
移
り
変
り
）
を
見
て

も
ら
い
た
い
。
こ
れ
は
「
岩
上
与
党
」
で
あ
っ
た
日
共
が
野
党
に
ま
わ
り
候
補
を
立
て
は
じ
め
て
か
ら

四
回
の
知
事
選
記
録
で
あ
る
。
表
を
見
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、
第
六
回
の
日
共
候
補
・
大
塚
の
み
が
今

回
の
石
川
と
ほ
ぼ
同
率
だ
が
そ
の
他
は
全
て
石
川
の
率
に
は
る
か
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
。

東
京
ば
か
り
で
な
く
、
全
国
の
対
比
可
能
な
県
と
も
く
ら
べ
て
み
よ
う
。
前
頁
左
側
の
表
は
、
今
回

の
知
事
選
挙
で
「
地
方
政
界
」
で
は
一
種
の
「
第
三
勢
力
」
で
あ
る
共
産
党
候
補
が
立
候
補
し
た
選
挙

区
の
デ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
「
自
共
対
決
刊
」
構
造
を
ね
つ
造
し
て
社
・
公
票
を
さ
ら
っ
た
選
挙
区
（
福

井
。
和
歌
山
両
県
）
以
外
で
は
唯
一
長
野
県
の
日
共
候
補
の
み
が
石
川
候
補
の
水
準
（
七
％
）
を
越
え

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
要
す
る
に
、
総
じ
て
日
共
は
全
国
的
に
石
川
に
敗
け
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
島
根
・
大
分
・
宮
崎
・
鹿
児
島
等
の
諸
県
で
、
も
し
八
第
三
勢
力
Ｖ
候
補
が
立
候
補
し
て

い
た
ら
、
か
な
り
お
も
し
ろ
か
っ
た
は
ず
だ
。
要
す
る
に
無
自
覚
な
が
ら
天
城
に
お
け
る
「
石
川
」
は

全
国
地
方
「
保
守
」
県
に
お
け
る
大
政
党
曰
共
の
水
準
を
抜
い
て
た
の
廓
で
め
る
。
」

ま
た
、
か
す
か
に
石
川
に
勝
っ
た
大
塚
は
、
こ
の
回
は
事
実
上
の
「
自
共
対
決
」
な
の
だ
か
ら
こ
の

ま
た
面
白
い
こ
と
に
、
一
一
一
位
の
候
補
は
と
も
に
五
％
を
越
え
て
お
り
、
’
一
一
位
蚕
で
の
得
票
が
同
数
（
東

京
九
八
％
強
・
茨
城
九
八
％
）
と
な
る
。
赤
尾
以
下
の
何
十
人
か
の
候
補
の
合
計
得
票
は
一
一
％
に
達
せ

ず
、
茨
城
の
も
う
一
人
の
「
底
う
ま
つ
候
補
」
の
分
に
近
い
と
し
か
一
一
一
一
口
い
得
な
い
。

知事（今回）確定得票

く長野県＞

西沢権一郎無保現

村沢牧無革新

宇留賀行雄共新

く福井県＞

中川平太夫無現

牧野藤宗共新
＜和歌山県＞

大橋正雄自現

米田実共新

く島根県＞

恒松制治無新

山野幸吉無保新

宮田安義共新

く大分県＞

立木勝無保現

田尻一雄無革新

堀仁共新

く宮崎県＞

黒木博無保現

山口靖無革新

坂田実共新

く鹿児島県＞

金丸三郎自現

川原新次郎無保新

久留義蔵共新

当７５３．４７４

２８６．２５３

１３１．５３２

当３４４５１０

７２．４４６

当４６５．５２３

１２６`３４２

当２３７．７３０

２３２０１３

１８．９７０

当３７６．５０１

２７７．４７９

３３．１００

当４４３．２７７

１２６３２６

３１．６１６

当６４５．３０４

１７９．６１７

７３．５４２

１６７

1６６



４
得
票
率
の
地
域
偏
差

「
次
に
、
石
川
自
身
の
得
票
の
地
域
的
偏
差
に
つ
い
て
若
干
の
分
析
を
し
て
み
よ
う
。

茨
城
県
は
大
略
国
道
六
号
線
（
又
は
国
鉄
常
磐
線
で
も
よ
い
）
に
そ
っ
て
「
大
」
都
市
が
な
ら
ん
で

い
る
。
東
京
に
近
い
取
手
・
土
浦
・
石
岡
。
水
戸
ま
で
は
石
川
の
得
票
率
は
全
県
の
そ
れ
で
あ
る
七
％

を
こ
え
る
こ
と
は
な
い
。
水
戸
以
南
の
六
号
線
沿
い
は
む
し
ろ
「
運
動
」
に
か
な
り
力
を
い
れ
た
地
域

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
水
戸
の
北
境
で
あ
る
那
珂
川
を
す
ぎ
勝
田
・
日
立
。
常
陸
太
田
。
北
茨
城
と
全
て
の
市

が
七
％
を
越
す
得
票
と
な
る
。
特
に
日
立
・
北
茨
城
の
一
一
市
で
は
三
候
補
の
得
票
は
ダ
ツ
と
ち
ぢ
ま
る
。

六
号
線
沿
で
な
い
地
区
に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
１
つ
誉
‘
東
京
害
地
区
が
き
わ
め
て
低
い
得
票
率
で

あ
り
逆
に
農
村
部
。
「
過
疎
」
地
区
で
の
得
票
率
が
高
い
。
八
地
方
Ｖ
問
題
は
地
方
共
同
性
解
体
の
度

合
に
反
比
例
し
て
受
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
絵
に
書
い
た
よ
う
な
．
〈
タ
ー
ン
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
日
立
の
得
票
率
が
水
戸
の
三
倍
を
越
え
て
い
る
と
い
う
お
ど
ろ
く
べ
き
事
実

に
つ
い
て
だ
。
少
く
と
も
日
立
で
は
我
々
の
日
立
製
作
所
労
資
に
対
す
る
直
接
的
批
判
と
い
う
、
茨
城

戦
後
史
の
一
貫
し
た
タ
ブ
ー
を
破
る
主
張
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
県
南
地
方
に
お
け
る
例
外
と
し
て
、
鹿
島
郡
に
お
け
る
高
率
得
票
も
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
言
う
萱
で
も
な
く
、
八
開
発
Ｖ
問
題
に
つ
い
て
の
我
々
の
見
解
に
対
す
る
理
解
と
、
開
発

落
差
。
地
域
共
同
性
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
解
体
に
対
す
る
住
民
の
う
め
き
だ
ろ
う
。
」

三
倍
は
得
票
し
て
、
は
じ
め
て
今
回
の
海
野
と
同
率
と
な
る
わ
け
だ
か
ら
比
較
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

こ
の
局
面
で
も
比
噛
的
な
意
味
で
「
第
一
一
一
勢
力
」
で
あ
る
曰
共
を
我
々
の
石
川
は
や
ぶ
っ
て
い
る
・
あ

の
か
が
や
か
し
い
日
共
茨
城
県
委
員
会
の
戦
後
史
を
、
石
川
は
こ
の
よ
う
な
型
で
「
越
え
て
別
」
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
」

茨城知事選得票の移り変り

く第５回＞

岩上二郎

宮田裕信

沼田秀郷

３８．４６１７

８}::！；
４５．１８４

７７．６４％

(輿･社・自）８９`６

(事件屋右翼）５．４

(共産）５．０

＜第６回＞

岩上二郎

大塚正

飯島新太郎

４６４９％

(輿･社・自）９１．７

(共産）７．２

(ホウマツ）１．１

､４２．４．１５

５３２，８１０

４１，６４６

６，４０２

く第７回＞

岩上二郎

石野久男

高山慶太郎

山田健二

飯島新太郎

４６．４．１１
－

４８５，５４８

２２６，３１１

２６，３８１

１８，１５２

６，１８０

５３．６１％

６３．７

２９．７

３．５

(輿・自）

(社）

(共産）

(事･右）

(ホウマツ） ） 3.1

く第８回＞

竹内藤男

5０．４．１３ ３８．６５％

７４．３4４１，２３１（無新）

(自推薦･民支持）

1０６，８２１（共新）

４０，４８５（無新）

５，７４０（無新）

海野みきお

石川次郎

新屈恵

１８．０

６．８

０．９

1６８Ｚ６９



本
書
で
例
と
し
て
も
っ
ぱ
ら
ひ
き
あ
い
に
だ
し
た
茨
城
県
知
事
選
挙
に
取
り
く
ん
だ
ク
ル
ー
プ
が
、
今

年
四
月
に
「
共
同
声
明
」
を
発
表
し
た
（
松
本
礼
ニ
ー
ー
「
遠
方
か
ら
」
編
集
委
員
会
、
石
川
次
郎
ｌ

『
東
風
』
編
集
委
員
会
）
。
「
返
待
つ
、
汝
の
志
を
語
れ
」
と
題
し
た
と
の
声
明
は
、
本
書
の
格
好
ロ
「
あ

と
書
き
」
に
な
り
、
ま
た
、
本
書
に
従
っ
て
来
る
べ
き
八
選
挙
Ｖ
に
取
り
組
も
う
と
す
る
Ａ
あ
な
た
Ｖ
ヘ

の
ｙ
時
期
に
か
な
っ
た
ア
ピ
ー
ル
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
、
本
書
の
「
あ
と
書
き
」
に
代
え
て
、

全
文
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

私
た
ち
は
、
昨
年
の
統
一
地
方
週
挙
で
「
茨
城
地
方
党
」
の
知
躯
候
補
（
石

川
次
郎
）
の
風
挙
戦
に
、
と
も
に
参
加
し
た
＄
の
て
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
「
共

同
閣
明
」
は
、
過
去
の
私
た
ち
の
仰
験
の
報
告
で
は
な
く
現
在
と
宋
来
と
へ

む
け
た
私
た
ち
の
一
つ
の
「
呼
び
か
け
」
で
あ
る
Ｐ

「
義
奴
生
々
骨
亡
に
お
け
る
私
た
ち
の
闘
い
が
ほ
か
た
ら
ぬ
こ
の
国
の
八
地

方
ｖ
を
舞
台
と
し
て
い
た
よ
う
に
、
私
た
ち
の
こ
の
呼
び
か
け
も
白
た
「
肋
宥
色

に
む
か
っ
て
発
せ
ら
れ
る
。
「
中
小
Ｃ
の
政
治
諸
釦
橿
や
有
名
人
士
に
む
け
て

て
は
な
い
ｏ
私
た
ち
は
さ
し
あ
た
っ
て
、
彼
ら
の
活
原
す
る
「
中
中
色
の
政
治

か
ら
「
何
か
」
か
生
れ
る
こ
と
を
全
く
期
待
し
て
い
な
い
か
ら
み
も

昨
年
の
織
翠
刀
退
で
は
、
茨
城
の
地
だ
け
で
な
く
全
国
各
地
で
た
し
か
に
新
し

い
政
治
の
動
き
の
非
俵
か
み
え
は
じ
め
た
。
地
方
社
会
党
か
内
部
の
混
乱
か
ら

倣
い
珊
省
を
立
て
え
な
い
さ
さ
体
裁
の
い
い
「
目
共
対
決
」
に
な
る
か
に
み
え
た

茨
城
知
事
選
で
、
突
然
八
露
一
一
一
勢
力
ｖ
を
名
の
る
集
団
か
自
共
と
肩
を
並
べ
て

盛
場
し
た
。
農
業
県
佐
賀
で
、
農
協
汗
腺
部
が
公
然
と
造
反
す
る
よ
う
な
こ
と

６
起
っ
た
。
紘
釿
ｗ
努
力
が
地
方
昼
行
材
に
疲
及
し
て
い
く
と
い
う
予
想
に
反
し
て
、

投
呵
窓
字
が
八
割
を
越
え
た
か
ら
保
守
派
の
圧
勝
に
終
っ
た
秋
田
県
知
事
選
の
よ

う
な
場
合
も
あ
る
。

明
ら
か
に
、
戟
擾
一
一
一
十
年
常
巌
と
な
っ
て
き
た
地
方
の
政
治
地
図
に
或
る
変

動
が
は
じ
ｉ
っ
て
い
る
。
こ
の
度
鋤
を
「
保
拡
嘱
墾
軽
」
へ
む
か
う
も
の
と
み
る

の
は
全
く
愚
か
し
い
こ
と
だ
◎
世
の
中
に
は
「
保
守
’
一
と
「
革
新
」
し
か
な
く

一
方
が
減
れ
ば
拙
芳
か
増
え
る
と
い
う
敏
純
を
磨
列
法
で
は
、
腕
芸
α
厘
治
の
混

線
や
添
登
を
理
解
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
だ
ろ
う
◎
点
三
門
で
あ
れ
句
堅
巾
で
あ

れ
い
世
八
地
方
ｖ
か
お
か
れ
て
い
る
笂
弄
の
缶
凹
、
に
、
保
守
ル
ー
早
缶
の
従
来
の

声
明

返
待
つ
、
丁
汝
の
志
を
語
れ

第
九
章
あ
と
書
き
に
代
え
て

九
七
六
年
四
月
三
○
日
遠
方
か
ら
編
集
委
員
会
・

東
風
編
集
委
員
会

政
治
桐
造
か
対
応
し
え
な
い
と
こ
ろ
に
、
地
方
の
政
怡
地
図
の
「
混
乱
」
が
起

因
し
て
い
る
か
ら
だ
◎

政
府
の
減
反
政
策
は
全
国
の
良
材
に
深
い
爪
あ
と
を
残
し
た
。
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
前
後
の
土
地
を
も
つ
中
規
模
良
家
が
農
業
を
離
れ
る
傾
向
か
こ
の
た
め
に
加

速
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
農
藁
を
酸
れ
て
い
わ
ゆ
る
「
土
地
持
ち
労
働
者
」
の

仲
間
入
り
を
し
た
彼
ら
に
た
い
し
て
は
、
経
済
高
成
長
の
終
り
と
長
期
不
況
と

が
直
撃
し
て
い
る
。
地
方
（
誘
致
）
企
業
の
倒
産
や
出
稼
ぎ
雌
、
そ
れ
Ｋ
Ｏ
夕

１
ン
労
働
力
の
増
加
か
あ
い
立
っ
て
、
兼
業
農
家
屑
の
物
質
的
・
柄
神
的
な
ル

ン
ペ
ン
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
は
探
宜
っ
て
い
る
。
「
土
地
」
で
も
「
賃
労
働
」
で

も
な
く
、
彼
ら
は
他
の
何
を
稼
ぎ
と
心
の
よ
り
所
に
し
て
生
き
て
い
く
の
か
◎

他
方
少
数
の
「
専
業
農
家
」
に
し
て
も
、
農
業
経
営
が
成
り
立
っ
て
き
た
の
は

根
本
で
高
度
成
長
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
良
く
知
っ
て
い
る
は
ず
で
尊
宅

こ
れ
白
で
参
貝
保
守
派
の
政
治
家
の
票
田
と
な
る
見
返
り
に
、
こ
の
先
生

方
か
国
や
県
か
ら
補
助
金
や
公
共
事
業
を
取
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と

も
で
き
た
。
だ
が
不
況
と
地
方
財
政
危
機
の
い
戎
、
こ
れ
ら
の
先
生
方
は
別
の

何
ｔ
取
っ
て
き
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
ｏ

そ
れ
な
ら
、
労
働
者
階
級
と
彼
ら
の
革
新
政
党
が
助
け
て
く
れ
る
こ
と
を
地

方
農
民
は
期
待
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
春
闘
の
た
び
ご
と
に
、
「
弱
者
救
済
」

や
「
労
農
同
盟
」
の
必
要
を
総
評
自
ら
か
唱
え
て
い
る
。
し
か
し
現
に
た
と
え

ば
公
務
風
労
鋤
者
の
賃
上
げ
か
、
人
件
費
の
率
を
雪
だ
る
さ
式
に
増
大
さ
せ
て

自
治
体
財
政
を
危
機
に
お
と
し
い
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
最
近
と

の
問
題
噂
負
労
働
者
階
級
の
「
階
級
利
害
」
と
「
地
方
住
民
」
の
利
害
と
の

裂
け
目
を
み
せ
た
こ
と
は
た
尼
周
知
の
よ
う
に
、
自
治
体
労
働
者
に
自
治
労

閤
退
を
迫
る
「
住
民
迎
動
」
■
て
か
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
発
生
し
た
ｏ
と

１７Ｊ
１７０



イ

ベ
ン
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
化
し
つ
つ
あ
る
と
き
、
地
方
行
政
は
保
革
体
制
に
よ
る
き
る
。
住
民
．
ハ
ワ
１
は
、
全
体
と
し
く
ち
た
、
丸
上
保
畝
政
治
に
え
い
し

一
大
「
施
恢
院
」
、
「
失
対
堪
壁
ご
と
化
し
て
は
い
な
い
か
○

て
第
三
の
勢
力
で
あ
っ
た
Ｏ

私
た
ち
は
、
地
方
の
件
民
が
こ
の
よ
う
に
名
実
と
も
に
「
弱
者
」
に
成
り
下
私
た
ち
は
こ
こ
で
あ
え
て
「
和
災
上
疏
二
勢
力
で
あ
っ
た
」
と
過
去
形
を
使

っ
た
と
は
い
し
た
い
。
八
地
方
Ｖ
と
そ
の
民
衆
の
力
を
復
権
す
る
自
前
の
エ
ネ
っ
た
。
住
民
．
〈
ワ
１
は
、
新
し
い
政
治
的
な
勢
力
と
し
て
は
明
ら
か
に
現
在
全

ル
ギ
ー
が
、
か
く
立
て
個
褐
し
つ
く
し
た
と
は
考
え
な
い
。
た
だ
、
地
方
が
目
国
的
に
一
頓
挫
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
‐
へ
私
た
ち
は
考
え
る
か
ら
だ
。

前
で
活
力
を
と
り
も
ど
し
馬
鹿
力
を
発
揮
す
る
方
向
と
方
法
と
か
、
な
お
明
ら
し
か
し
、
住
民
週
動
か
い
わ
ゆ
る
刀
性
氏
ェ
ど
の
追
求
に
は
か
り
き
ゅ
う

か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
活
路
を
み
い
だ
し
え
な
い
宣
左
に
、
保
き
ゅ
う
と
し
、
「
民
主
的
な
雄
新
こ
の
道
に
目
覚
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
か
ら
、

守
と
航
斫
の
従
来
の
政
治
に
、
白
け
切
っ
て
ゆ
き
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
に
す
ぎ
私
た
ち
は
か
く
い
う
の
で
は
を
い
○
曲
允
、
こ
と
に
最
近
で
は
、
「
禰
償
今
巴
目

な
い
こ
と
だ
。

当
て
に
保
守
に
も
革
新
に
も
身
売
り
を
す
る
無
節
操
ぶ
り
か
目
立
つ
こ
と
を
、

私
た
ち
は
、
い
さ
茨
城
地
方
党
の
選
挙
戦
は
、
以
上
の
よ
う
な
八
地
方
Ｖ
の
非
難
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
保
守
と
革
新
の
双
方
が
、
各
々
の
、
そ
し
て
共

政
治
状
況
に
閲
す
る
「
調
奏
己
と
「
実
験
」
の
意
味
を
も
も
っ
て
い
た
こ
と
を
通
の
、
エ
ゴ
の
追
求
で
合
意
し
て
い
る
と
き
、
誰
が
「
住
民
」
の
目
Ｃ
防
衛
と

明
ら
か
に
す
る
ｏ

自
己
利
害
の
追
求
を
非
難
で
き
よ
う
。
む
し
ろ
、
保
守
と
拡
新
の
み
せ
か
け
の

「
対
決
」
た
ど
で
な
く
、
住
民
の
各
ク
几
Ｉ
ブ
が
つ
つ
み
隠
し
た
く
自
ら
の
利

１一一
審
を
追
求
す
る
時
代
の
方
か
は
る
か
に
健
全
で
あ
り
、
左
た
民
衆
の
「
活
力
」

Ｉ

こ
こ
数
１
Ｍ
Ｍ
「
地
芦
と
を
舞
台
に
し
た
夢
（
様
を
「
住
民
．
ハ
ワ
ー
」
が
全
国
を
示
す
も
の
だ
と
私
た
ち
は
考
え
る
Ｏ

各
地
で
液
唯
し
、
こ
れ
は
今
６
滴
え
て
は
い
た
い
Ｏ
い
う
注
で
も
危
く
こ
の
住
私
た
ち
が
、
あ
え
て
住
民
運
動
の
一
頓
挫
と
い
う
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
政
治
的

民
・
ハ
ワ
ー
の
政
治
的
特
徴
は
、
従
来
の
保
守
あ
る
い
は
埴
新
か
組
織
し
た
も
の
を
判
断
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
庄
氏
通
勤
は
、
各
地
で
、
保
猷
の
従
来
の
政
治

で
は
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
伝
統
的
な
保
守
政
治
の
地
盤
で
し
か
も
地
元
の
檎
造
に
は
届
き
た
い
、
は
っ
き
り
し
た
新
し
い
政
治
勢
力
と
し
て
自
ら
を
形
成

保
守
派
に
リ
ー
ド
さ
れ
な
が
ら
、
共
産
党
下
部
組
織
の
運
動
顔
負
け
の
ラ
ゾ
ヵ
し
え
て
い
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ル
な
住
民
・
ハ
ワ
ー
を
展
開
し
た
例
な
ど
も
、
別
に
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
は
左
か
誤
鯛
の
な
い
よ
う
に
こ
と
わ
っ
て
お
く
か
、
住
民
．
ハ
ワ
ー
が
政
治
に
目
覚
め

つ
だ
。

危
か
っ
た
と
か
、
個
別
的
を
利
害
の
追
求
ば
か
り
に
熱
心
て
全
圏
的
に
「
結
合
」

こ
れ
ら
住
民
パ
ワ
ー
は
、
保
革
の
政
治
が
件
罠
会
俸
か
ら
み
て
た
ん
に
部
分
し
た
か
っ
た
か
ら
、
と
か
い
う
の
で
は
な
い
。
八
地
方
Ｖ
を
舞
台
と
す
る
か
ぎ

的
私
的
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
前
述
の
よ
う
な
従
来
の
政
治
地
り
、
調
支
上
の
第
一
一
一
勢
力
た
る
逵
氏
．
ハ
ワ
ー
を
前
提
に
独
自
の
政
治
努
力
が
結

図
の
混
乱
が
ひ
き
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
、
端
的
危
例
と
み
る
こ
と
が
で
集
す
る
な
ら
ば
、
た
だ
ち
に
地
方
の
禰
力
問
題
に
接
近
で
き
る
の
だ
と
い
う

の
種
の
「
住
民
運
動
」
は
往
占
に
し
て
、
反
動
的
あ
る
い
は
「
官
製
的
」
な
側

面
を
も
っ
て
い
る
事
実
だ
け
を
と
ら
え
て
、
教
条
的
に
「
反
労
働
名
的
な
体
制

の
陰
謀
」
と
き
め
つ
け
る
こ
と
は
必
ず
し
も
今
日
の
八
地
方
Ｖ
の
央
態
を
正
し

く
把
握
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
ｏ

地
方
財
政
危
愚
問
題
で
、
政
府
は
か
り
て
た
く
住
民
の
側
か
ら
自
治
労
に
た

い
す
る
風
当
り
か
強
さ
っ
た
こ
と
は
、
い
を
地
方
民
衆
の
問
に
生
さ
れ
て
い
る

様
右
な
利
害
対
立
の
一
端
を
は
か
ら
ず
も
明
る
み
に
だ
し
た
ｏ
だ
か
ら
こ
く

そ
の
後
の
各
地
の
経
過
が
示
す
よ
う
に
政
府
も
労
勤
組
合
も
、
対
立
を
決
定
的

に
す
る
こ
と
を
注
意
深
く
避
け
た
の
で
あ
る
Ｃ
政
府
は
自
治
体
労
働
者
の
賃
上

げ
に
た
い
す
る
住
民
の
反
感
を
利
用
し
て
、
自
治
労
と
革
新
自
給
体
の
総
攻
繋

に
乗
り
だ
す
こ
と
は
あ
え
て
し
た
か
っ
た
ｏ
こ
れ
に
対
応
し
て
、
自
治
労
の
側

も
一
‐
労
働
組
合
の
権
利
」
を
と
り
下
げ
て
「
大
脳
賃
上
げ
」
を
目
噸
し
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

こ
の
う
る
わ
し
い
保
守
革
新
の
ア
ベ
ッ
ク
劇
は
、
で
は
、
地
方
の
疲
騨
を
救

済
す
る
た
め
の
双
方
の
自
己
犠
牲
で
あ
っ
た
か
’
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
問

題
を
め
ぐ
る
保
難
の
対
決
が
泥
試
合
と
た
れ
ば
、
両
者
の
応
援
側
以
外
の
い
か

な
る
八
第
三
勢
力
Ｖ
が
住
民
の
中
か
ら
飛
び
だ
し
て
く
る
か
知
れ
た
も
の
で

は
な
い
と
と
今
く
保
革
双
方
が
本
能
的
に
察
知
し
て
い
た
か
ら
に
臆
か
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
頓
態
に
な
れ
ば
、
さ
き
に
述
べ
た
地
方
政
治
地
図
の
混
乱
は

さ
な
き
だ
に
拡
大
す
る
は
ず
だ
か
ら
だ
。
事
態
は
保
守
と
畝
新
の
対
決
激
化
と

い
っ
た
風
に
、
常
識
的
に
進
み
は
し
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

別
の
い
い
方
を
す
れ
ば
、
保
守
と
革
新
と
い
う
戦
後
三
十
年
の
政
治
を
支
配

Ａ

し
て
き
た
一
一
大
勢
〃
は
、
い
首
で
は
、
国
民
全
体
を
そ
れ
ぞ
れ
の
も
と
に
一
一
分

割
す
る
よ
う
な
一
‐
代
表
」
て
は
全
く
な
く
な
っ
て
い
る
ｏ
山
名
と
も
に
、
何
の

こ
と
か
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
「
住
民
」
や
「
地
方
」
を
気
に
し
な
が
ら
政
治
を

う
た
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
現
状
友
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
「
地
方
住
民
」
を
対
象

と
し
た
両
者
の
合
意
の
政
治
今
氣
私
た
ち
は
「
保
革
体
制
」
「
保
革
連
合
」
と

呼
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
注
た
、
さ
き
の
地
方
選
挙
で
「
茨
城
地
方
党
」
が
あ

え
て
自
ら
八
第
三
勢
力
Ｖ
と
名
の
っ
た
の
も
、
こ
の
保
革
体
制
が
、
古
さ
に
政

治
を
私
物
化
し
て
い
る
い
さ
の
支
配
体
制
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。

む
ろ
ん
私
た
ち
は
、
い
た
ず
ら
に
「
平
和
」
に
倦
み
い
た
ず
ら
に
政
治
の
「
混

乱
」
を
好
む
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
世
の
中
に
保
守
と
革
箭
し
か
存
在
し
な
い

と
思
い
と
支
せ
る
現
代
の
政
治
か
、
地
方
住
民
の
久
尭
の
「
自
治
」
や
政
治
的

息
吹
を
個
渇
さ
せ
て
い
る
点
だ
け
は
、
見
の
か
す
こ
と
か
で
き
た
い
と
私
た
ち

は
考
え
る
。

自
治
体
労
働
者
の
賃
上
げ
に
た
い
す
る
住
民
の
反
感
に
し
て
も
、
た
ん
に
権

●
●
●

力
に
利
用
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
貧
す
れ
ば
貢
す
る
式
の
逆
恨
み
と
み
な

す
こ
と
は
で
き
た
い
。
保
守
と
革
新
と
を
問
わ
ず
自
治
体
の
地
方
行
政
が
た
ん

に
「
中
央
」
政
治
の
下
働
き
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
保
革
連
合
に
よ
る

食
い
も
の
に
た
っ
て
き
た
事
実
今
更
人
々
は
良
く
知
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら

な
い
。
自
治
体
財
政
の
全
般
的
な
逼
迫
が
こ
の
食
い
逃
げ
の
現
場
を
全
国
的
に

世
間
に
浮
き
彫
り
に
し
た
と
い
う
に
す
ぎ
た
い
。

な
る
侭
炉
く
こ
こ
数
年
の
住
民
．
ハ
ワ
ー
の
覚
醒
の
た
め
、
自
治
体
は
い
ず
れ

も
「
住
民
」
む
け
の
「
福
祉
行
政
」
を
掲
げ
て
い
る
。
だ
が
、
本
質
的
な
政
治

の
変
革
な
し
に
お
こ
な
わ
れ
る
八
福
祉
Ｖ
と
は
、
所
詮
は
生
氏
に
犬
い
す
る
施
し

●

て
あ
り
、
福
祉
と
い
う
名
の
住
民
の
管
嚢
で
あ
る
。
交
際
、
公
務
［
貝
や
大
企
業

の
組
合
員
を
除
い
て
、
農
民
を
は
じ
め
と
し
て
大
部
分
の
民
衆
が
雑
多
な
ル
ン

１７３
１７２



右
翼
運
動
」
だ
な
ど
と
勝
手
に
き
め
一
、
ば
て
は
右
翼
再
爲
の
「
全
国
展
望
」

さ
て
予
想
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
か
、
す
ぐ
に
お
と
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
数

年
の
「
公
害
反
対
運
動
」
や
「
住
民
退
勤
」
が
、
マ
ス
コ
ミ
と
既
成
の
党
派
政

治
に
よ
っ
て
ど
ん
な
あ
つ
か
い
方
を
さ
れ
た
か
を
思
い
だ
し
て
み
よ
う
ｏ

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
く
り
か
え
す
が
、
個
狩
の
運
動
が
自
分
の
穴
を

堀
る
だ
け
で
は
す
で
に
不
充
分
だ
。
ラ
ジ
カ
ル
な
住
民
通
勤
や
公
害
反
対
闘
争

が
実
際
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
権
力
」
や
「
国
家
」
と
い
う
も
の
に
住

民
が
じ
か
に
手
を
触
れ
、
白
允
住
民
相
互
間
の
利
害
の
対
立
を
も
つ
つ
み
隠
す

こ
と
な
く
ぶ
つ
け
あ
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
一
黒
乱
立
、
そ
し
て

競
合
・
迎
合
が
、
私
た
ち
の
運
動
の
性
格
と
な
る
だ
ろ
う
。

も
し
も
、
い
白
私
た
ち
の
運
動
に
名
前
が
必
要
だ
と
す
れ
ば
、
保
革
の
政
治

私
物
化
に
反
対
す
る
「
国
民
運
動
」
と
総
称
し
て
お
け
ば
い
い
Ｃ
か
っ
て
戦
後

民
主
主
義
の
大
衆
運
動
が
「
国
民
通
勤
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
ｊ
、
そ
れ
な
り

の
理
由
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
と
の
名
称
は
あ
い
注
い
で
便
宜
的
な
も
の
で
は
食

い
○
労
働
者
。
学
生
そ
し
て
市
民
も
、
い
左
の
よ
う
に
た
ん
な
る
階
層
や
身
分

の
名
前
で
は
な
か
っ
た
。
各
▲
戦
争
と
敗
戦
の
疲
弊
か
ら
立
ち
直
り
、
自
分
と

生
活
を
再
確
立
し
よ
う
と
す
る
国
民
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
名
前
で
あ
っ
た
。
各

人
（
各
ク
ル
し
式
）
の
経
済
的
・
社
会
的
利
害
の
追
求
と
い
う
動
機
が
、
「
民

主
主
義
」
と
い
う
よ
う
な
倫
理
的
大
義
の
追
求
と
同
居
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
各
人
各
禄
の
運
動
が
、
一
つ
の
「
国
民
運
動
」
と
し
て
競
合
・
迎
合

し
え
た
の
ｊ
Ｒ
全
く
の
と
こ
ろ
と
の
瑚
由
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
「
国
民
運
動
」
の
敵
は
た
だ
一
つ
、
日
本
と
世
界
を
戦
争
に
た
た
き
こ

ん
だ
「
反
動
幾
弔
己
で
あ
っ
た
。
「
国
民
通
勤
」
は
多
紺
湾
多
様
な
分
野
で
こ
れ

ら
「
反
動
努
力
」
の
頭
を
抑
え
、
孤
立
化
さ
せ
■
た
影
界
下
に
お
く
こ
と
を
通

「
自
信
」
と
「
情
勢
盟
激
」
か
、
住
民
迎
動
の
術
尋
君
た
ち
に
欠
け
て
い
る
こ
と

を
私
た
ち
は
何
よ
り
も
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。
現
在
の
地
方
政
治
の
混
迷
の

も
と
で
は
、
「
第
三
の
党
」
は
地
方
自
民
党
の
み
な
ら
ず
田
舎
社
会
党
・
共
産

党
に
切
り
込
ん
で
は
っ
き
り
し
た
影
癬
刀
を
行
使
し
、
こ
れ
ら
を
自
ら
の
影

響
下
に
お
く
こ
と
か
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
茨
城
地
方
党
が
、
と
の

地
の
ど
こ
か
の
住
民
運
動
の
「
代
表
」
て
は
危
く
、
し
か
も
い
き
な
り
知
事
選

挙
に
「
有
力
候
補
」
の
一
人
と
し
て
う
っ
て
で
た
と
２
，
と
の
政
治
的
「
実
験
」

が
私
た
ち
に
教
え
た
こ
と
が
こ
れ
て
あ
っ
た
。
問
辿
は
ほ
と
ん
ど
も
つ
ば
〃
亘

地
方
の
保
革
政
治
の
枠
の
外
一
、
新
し
い
政
治
勢
力
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
者
の

政
治
的
意
志
い
か
ん
に
よ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
か
で
§
る
ｏ

し
た
が
つ
く
私
た
ち
は
さ
し
あ
六
三
、
「
中
中
Ｃ
を
意
識
し
た
「
地
方

主
義
」
や
、
い
う
と
こ
ろ
の
地
方
の
「
草
の
根
民
主
主
義
」
運
動
に
は
興
味
を

も
っ
て
い
な
い
貝
あ
え
て
表
明
し
て
お
く
必
喫
か
あ
る
だ
ろ
う
。

全
国
の
各
地
で
、
個
々
の
住
民
運
動
の
頭
打
ち
を
何
と
か
打
開
せ
れ
ば
と
心
を

い
た
め
て
い
る
住
民
運
動
の
指
導
者
か
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
宣
で
の
地
方
政
治
に

あ
き
た
ら
な
い
と
感
じ
る
様
々
の
「
政
治
好
き
」
の
人
士
か
、
「
元
自
民
党
」
で

あ
ろ
う
が
「
元
日
共
」
て
あ
ろ
う
が
、
き
た
現
に
「
右
戻
」
て
あ
ろ
う
，
へ
各
地
で

様
々
に
拾
頭
し
て
き
て
い
る
こ
多
ミ
私
た
ち
は
知
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
こ
れ

ら
の
人
々
に
む
け
く
保
革
政
治
の
混
乱
に
乗
ｒ
ぞ
た
だ
ち
に
地
方
権
力
を
と

り
た
き
ぺ
権
力
を
と
る
た
め
の
地
方
結
社
を
つ
く
る
べ
白
だ
‐
負
あ
え
て
呼
び
か

け
た
い
と
思
う
。
私
た
ち
は
、
諸
君
の
政
治
結
社
こ
そ
が
、
保
革
政
治
に
見
捨
て

ら
れ
疲
弊
の
度
を
加
え
て
い
る
八
地
方
Ｖ
傷
＆
億
ｏ
ｖ
を
代
表
す
る
も
の
だ
、
と

い
っ
た
お
体
裁
を
い
う
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
少
く
と
も
、
八
地
西
Ｖ
と
八
住

民
Ｖ
に
根
ざ
し
、
こ
れ
を
援
助
し
か
つ
こ
れ
と
対
決
し
な
か
貝
自
ら
を
も
八
地

’一一一
Ｉ

さ
て
今
回
の
ロ
ッ
キ
ー
ト
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
は
、
各
地
の
民
衆
に
ど
の
よ
う

に
受
け
と
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
そ
の
府
禄
を
知
り
た
い
ｋ

「
調
炎
」
も
し
た
い
と
思
う
、

私
た
ち
が
さ
き
に
述
べ
た
地
方
政
治
の
混
乱
と
流
動
に
こ
の
虫
件
が
拍
巾
を

か
け
た
こ
と
は
、
多
く
の
地
方
に
共
通
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
茨
城
の
地
で
も
、

「
高
官
」
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
い
る
大
物
政
治
家
の
地
盤
に
動
揺
か
は
じ
白

り
、
も
う
一
人
の
大
物
に
は
日
本
共
産
党
の
集
中
攻
撃
か
か
け
ら
れ
る
と
い
っ

た
状
況
か
空
行
し
て
い
る
。

じ
一
：
徐
々
に
こ
れ
を
解
体
さ
せ
た
の
だ
？
《
も
た
し
か
Ｋ
ど
れ
は
「
高
庇
成

長
」
と
「
高
度
滴
畳
社
会
Ｌ
の
達
成
を
支
え
る
国
民
的
工
才
几
ギ
ー
と
も
な
り
、

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
の
る
形
で
新
し
い
自
民
党
の
官
僚
政
治
か
確
立
さ
れ
＊
久

後
に
な
っ
て
み
れ
ば
布
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
ｏ
だ
が
、
資
本
家
降
級
か
「
利

用
」
す
る
結
果
を
許
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
ゆ
え
に
か
つ
て
の
国
民
運
動
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
わ
ら
う
こ
と
な
い
Ｒ
今
の
私
た
ち
に
ど
う
し
て
で
き
よ
う
ｏ

さ
た
つ
け
加
え
ｎ
ば
、
現
状
の
改
良
で
は
な
く
根
本
的
な
変
革
を
求
め
る
採

々
を
急
進
派
革
命
主
義
渦
が
戦
後
に
育
っ
た
の
も
、
§
さ
に
と
の
よ
う
な
四
足

運
動
の
な
か
で
こ
れ
と
賎
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
て
あ
っ
た
ｏ
彼
ら
か
結
同
の

と
こ
ろ
そ
の
目
的
を
達
成
し
え
ず
敗
れ
、
結
果
と
し
て
高
度
消
費
社
会
の
成
立

と
現
状
の
よ
う
な
頽
廃
と
疲
弊
を
も
た
ら
し
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
戦
後
「
国

民
運
動
」
の
せ
い
で
は
た
く
自
ら
の
せ
い
て
あ
っ
た
。
だ
か
ら
「
ラ
ジ
カ
リ
ス

Ｐ

卜
」
た
ち
が
今
日
の
事
態
の
す
べ
て
を
「
前
衛
党
」
の
裏
切
り
の
せ
い
に
す
る

こ
と
に
私
た
ち
は
同
意
し
な
い
◎

方
・
住
民
Ｖ
を
も
鍛
え
て
い
く
八
政
治
Ｖ
は
、
こ
の
よ
う
な
意
蛍
的
努
力
な
し
に
は

あ
り
え
な
い
の
で
は
あ
る
■
い
か
。
新
し
い
政
治
の
た
め
に
は
、
個
々
の
異
法
申
し

立
て
だ
け
で
は
小
充
分
で
あ
り
、
か
つ
、
「
保
革
逆
転
」
の
下
働
き
で
も
だ
め
で
あ
る

ｌ
と
の
ジ
レ
ン
マ
に
い
戎
八
地
方
Ｖ
は
解
決
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
○

こ
の
よ
う
な
地
方
の
八
箪
三
勢
力
Ｖ
や
地
方
結
社
に
つ
い
て
、
む
ろ
ん
私
た

ち
は
先
の
先
を
で
の
こ
と
を
語
る
こ
と
は
て
ｇ
な
い
し
、
む
し
ろ
そ
れ
は
必
要

で
は
あ
る
さ
い
。
と
ん
で
も
な
い
利
権
集
団
に
な
っ
た
り
、
既
成
政
党
に
切
り

込
み
こ
れ
を
解
体
す
る
ど
こ
ろ
か
逆
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
た

い
。
既
成
勢
力
か
ら
「
右
翼
」
や
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
私
た
ち
が
さ
し
あ
た
っ
て
期
待
し
う
る
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
諸
勢
力
か
全
国
的
に
乱
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
革
の
政
治
の
私

物
化
に
反
対
す
る
潮
流
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
雑
多
に
乱
立
す
る
諸

勢
力
が
お
互
い
に
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
古
た
連
合
し
あ
う
こ
と
が
、
自
分
た
ち
を

鍛
え
自
分
の
手
で
新
し
い
政
治
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
ぜ
ひ
と
も
必
要
を
条

件
で
あ
る
。
保
革
か
ら
与
え
ら
れ
る
政
治
に
賛
否
の
投
票
Ｉ
す
な
わ
ち
同
意

の
意
思
表
示
を
す
る
時
代
は
終
っ
た
。
政
治
か
、
八
地
方
ｖ
と
八
住
民
Ｖ
に
た

い
す
る
新
鮮
な
挟
犠
で
あ
り
韓
葵
と
怠
る
時
代
を
つ
く
ら
れ
ば
左
ら
を
い
◎
こ

う
い
う
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
変
革
期
に
共
通
す
る
民
衆
決
起
の
様
式
で
あ
る
こ

と
を
想
起
し
よ
う
。

し
た
が
っ
て
古
允
私
た
ち
は
、
八
中
央
Ｖ
の
政
治
や
有
名
人
‐
夷
あ
る
い
は

マ
ス
コ
ミ
が
、
新
し
い
政
治
勢
力
の
拾
頭
に
敏
感
に
目
を
つ
け
て
、
こ
れ
を
手

つ
と
ｂ
は
や
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
撹
定
し
、
位
て
は
全
国
的
に
「
結
合
」
さ

せ
よ
う
と
お
せ
っ
か
い
の
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
充
分
な

注
意
を
は
ら
う
べ
き
だ
と
思
う
。
全
国
新
聞
か
「
茨
城
地
方
党
」
を
「
新
し
い
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で
は
、
来
る
べ
§
「
ロ
プ
キ
１
ド
選
挙
」
は
、
戸
塚
革
逆
脹
」
の
勢
い
を
一

挙
に
加
速
す
る
と
い
う
結
釆
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
私
た

ち
は
こ
の
週
準
に
最
大
限
の
注
意
を
は
ら
う
も
の
だ
○
だ
が
、
注
目
す
べ
き
点

は
保
航
の
逆
椎
な
ど
で
は
な
い
と
私
た
ち
は
考
え
る
。
す
で
に
昨
年
の
統
一
地

方
選
挙
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
新
し
い
政
治
舞
刀
の
指
頭
か
、
一
年
後
の
ロ
ッ
キ

ー
ド
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
動
き
を
す
る
か
が
、
私
た
ち
の

注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

す
て
に
何
年
も
さ
え
か
ら
、
総
還
挙
の
た
び
ご
と
に
有
梅
者
の
最
大
部
分
は

私
た
ち
の
い
う
「
日
本
甕
導
）
と
に
投
票
１
つ
；
棄
柄
Ｉ
し
て
き
た
と

い
う
周
知
の
巾
‐
火
か
あ
る
ｏ
戎
允
調
査
に
よ
っ
て
も
、
「
者
庫
巧
啄
党
な
し
」
と

答
え
る
打
術
肴
か
都
市
部
で
五
割
以
卜
「
全
国
平
均
で
四
割
に
達
し
て
い
る
Ｏ

こ
の
よ
う
な
日
本
棄
権
党
の
人
々
が
識
者
の
い
う
「
無
関
小
履
」
た
と
で
な
く
、

こ
の
う
ち
「
閑
締
騎
上
を
棄
権
。
寺
宜
符
政
党
な
し
屑
か
全
有
樋
者
の
三
割
を
越

え
自
民
党
文
侍
者
を
上
さ
わ
っ
て
い
る
事
実
も
左
允
知
ら
れ
て
い
ろ
。
こ
の
棄

権
》
党
の
人
女
は
今
度
こ
そ
「
革
新
」
に
杓
察
す
る
た
め
に
腰
を
上
げ
る
で
あ
ろ

う
か
。

た
し
か
Ｋ
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
た
い
す
る
国
民
の
関
・
し
ば
全

国
的
に
異
常
に
高
い
。
し
か
し
同
時
に
、
寄
合
い
の
席
で
の
こ
の
話
題
が
曾
左

っ
て
「
悪
い
奴
ほ
ど
よ
く
眠
る
」
と
い
う
白
け
切
っ
た
気
叶
待
を
人
均
に
残
し
て

終
る
と
い
う
巾
爽
も
、
私
た
ち
は
知
っ
て
お
い
て
よ
い
。
そ
れ
は
い
白
の
政
治

が
、
「
救
民
Ｃ
鈴
園
」
と
い
う
政
治
の
初
心
と
大
義
を
忘
れ
切
っ
て
い
る
こ
と

に
た
い
す
頁
民
衆
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
表
明
で
あ
る
。

こ
の
さ
い
、
革
新
の
な
か
に
も
「
高
官
」
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
た

こ
と
は
、
』
堅
束
末
節
の
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
戦
哩
後
三
十
年
の
保
守
政
治
は
同
時

活
力
か
そ
こ
音
で
落
ち
て
い
る
な
ど
‐
只
私
た
ち
は
ん
じ
た
い
ｏ

「
数
国
と
戴
覇
」
の
日
本
共
産
党
の
一
大
攻
斡
か
あ
る
と
い
わ
れ
る
か
も
知

れ
這
い
。
た
し
か
に
「
自
主
狂
立
」
を
掲
げ
、
さ
た
湿
近
で
は
一
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
夢
裁
」
を
捨
て
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
Ｌ
を
推
て
る
と
い
う
日
共

の
政
策
ｌ
社
会
民
主
主
義
派
の
修
正
主
義
ｌ
か
、
た
ん
に
琴
目
当
て
の

み
せ
か
け
だ
と
は
私
た
ち
は
思
わ
な
い
Ｃ
こ
う
し
た
日
共
の
竃
貌
は
宮
本
透
凸

長
の
い
う
よ
う
に
「
と
の
十
五
年
間
の
発
展
」
の
威
柴
な
の
だ
か
ら
だ
。
マ
ル

ク
ス
。
し
１
－
－
ン
主
義
の
「
姿
切
り
」
だ
と
非
離
し
て
も
せ
ん
な
い
こ
と
だ
。

レ
ー
ー
ー
ン
の
文
句
の
一
つ
や
一
．
一
つ
で
ど
や
し
つ
け
ら
れ
る
よ
う
左
党
で
は
、
こ

の
党
は
も
は
や
重
い
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
ｕ
共
の
攻
坊
か
燈
ら
の
い
う

八
国
民
Ｖ
や
八
地
方
住
民
Ｖ
を
ど
の
よ
う
に
つ
か
み
う
る
か
は
、
私
た
ち
と
し

て
も
注
意
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

し
か
し
、
日
共
の
一
一
季
跨
蜑
且
一
狼
か
正
の
皮
を
か
ぶ
っ
た
」
↓
の
で
は
云
い

か
と
い
う
、
こ
（
）
萱
○
民
戻
の
桟
つ
よ
い
「
本
態
的
」
を
潟
疑
し
か
療
錘
の
会

い
も
の
だ
と
恒
、
二
た
ち
ロ
矢
し
て
思
わ
さ
」
い
◎
民
景
の
瀦
蟹
し
は
、
こ
の
党

の
廷
動
ス
タ
イ
ル
に
六
い
す
る
根
本
的
左
不
信
に
榎
ざ
し
て
い
る
か
ら
だ
。
あ

ら
ゆ
る
臓
稲
・
鈍
凹
か
ら
党
員
を
迎
え
入
れ
て
党
勢
を
拡
大
し
て
も
、
二
枚

岩
」
の
党
と
し
て
内
部
の
自
由
を
討
論
と
反
対
音
衝
庄
決
し
て
例
さ
な
い
。
さ

た
、
外
部
の
民
衆
に
ど
の
よ
う
に
コ
ピ
を
売
ろ
う
と
も
、
彼
ら
の
欲
す
る
大
衆

と
は
あ
く
堂
で
党
に
従
順
な
大
衆
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
愛
あ
る

い
は
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
を
捨
て
る
と
公
言
し
よ
う
‐
く
国
際
共
床
主
義
の
忠
し

き
伝
統
は
、
と
の
点
で
だ
け
は
少
し
も
捨
て
ら
れ
て
は
い
た
い
。
党
か
い
首
永

遠
の
反
対
派
を
や
め
、
政
権
に
近
づ
く
と
い
う
危
い
橋
を
わ
た
り
は
じ
め
よ
う

と
す
る
勇
気
は
、
私
た
ち
も
こ
れ
を
評
価
す
る
◎
け
れ
ど
も
だ
か
ら
こ
そ
一
層
、

に
「
万
年
野
党
」
と
し
て
の
革
新
政
党
の
三
十
年
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
今
回
の

汚
職
は
こ
の
戦
後
政
治
の
構
造
に
根
ざ
し
た
文
字
通
り
に
「
構
造
的
」
な
＄
の

だ
か
ら
だ
。
戦
後
の
保
革
政
治
が
、
「
繰
済
復
興
」
と
「
国
民
通
勤
」
と
い
う

そ
れ
ぞ
れ
の
民
衆
的
な
基
盤
を
す
て
に
失
い
、
国
民
や
住
民
や
地
方
に
た
い
し

て
政
治
を
私
物
化
す
る
も
の
と
た
っ
て
い
る
事
実
こ
そ
が
、
今
回
の
汚
職
を
一

大
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
し
て
表
面
化
さ
せ
た
真
の
理
由
で
あ
る
。

こ
れ
が
事
実
に
反
す
る
た
ら
は
、
保
守
も
払
新
も
ど
う
し
て
汚
職
を
大
胆
に

切
開
し
そ
こ
か
ら
起
死
回
生
の
策
を
民
衆
に
提
示
し
え
な
い
の
か
Ｏ
中
央
政
治

で
も
『
保
守
・
革
新
双
方
の
周
竜
狼
狽
と
混
乱
だ
け
が
い
た
ず
ら
に
時
間
を
空

費
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
し
て
起
る
の
か
。
「
財
界
」
の
支
持
の
も
と

に
「
指
揮
権
」
で
も
何
て
も
発
動
し
て
洞
態
を
乗
り
切
る
こ
と
が
、
い
さ
の
自

民
党
に
は
で
き
を
い
○
か
つ
て
の
よ
う
に
数
十
万
の
大
衆
動
員
て
国
会
を
包
囲

‐
ｋ
議
員
の
総
辞
職
を
賭
け
て
結
束
し
、
自
民
党
を
一
挙
に
追
い
つ
め
る
こ
と

が
、
い
ｉ
の
革
新
政
党
に
は
で
き
た
い
。
昔
日
の
自
信
と
活
力
が
、
双
方
に
欠

け
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
礪
態
を
ひ
き
の
ば
し
、
民
衆
が
白
け
切
っ
て
し
を

う
の
を
侍
十
ヨ
よ
の
総
選
挙
で
は
民
社
等
を
保
革
双
方
か
食
い
あ
っ
て
「
保
革

伯
仲
」
の
趨
勢
に
若
干
色
を
つ
け
た
結
果
に
終
る
と
食
氣
彼
ら
は
期
待
す
る

し
か
な
い
の
だ
。

も
し
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
こ
の
よ
う
な
結
果
に
落
着
し
た
と

き
、
後
に
残
る
大
多
数
民
衆
の
膨
大
な
一
一
ヒ
リ
ズ
ム
を
、
保
拡
政
治
は
ど
う

す
る
つ
も
り
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
こ
の
後
も
っ
と
大
き
な
粛
任
を
と
ら
さ
れ

る
羽
目
に
お
ち
い
る
か
も
知
れ
な
い
ｏ
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
私
た
ち
は
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
の
発
覚
か
ら
総
選
挙
に
か
け
て
事
態
が
以
上
の
よ
う
に
推
移
す

る
こ
と
は
》
莚
現
在
だ
さ
っ
て
見
過
ご
す
こ
と
か
で
き
た
い
。
こ
の
国
の
民
衆
の

党
の
内
外
に
大
い
す
る
活
動
の
統
制
は
強
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
、

日
共
の
考
え
る
一
地
方
問
題
」
も
注
た
彼
ら
の
「
大
衆
ｉ
一
に
対
す
る
性
格
矯

定
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
よ
う
Ｃ
「
革
新
自
拾
体
」
の
普
及
を
彼
ら

か
ど
の
よ
う
に
も
ち
上
げ
よ
う
点
地
方
と
は
日
共
に
と
っ
て
あ
く
萱
で
八
中

央
Ｖ
に
対
し
て
の
八
地
方
ｖ
で
あ
る
Ｃ
革
新
自
治
体
の
「
描
祉
行
政
」
な
る
も

の
も
、
地
方
住
民
を
「
施
療
陦
巨
化
す
る
も
の
だ
と
私
た
ち
は
さ
き
に
断
定
し

た
の
で
あ
る
。
泡
た
ち
は
全
匡
的
に
、
注
た
地
方
の
内
部
で
、
こ
の
よ
う
な
「
中

央
Ｖ
と
八
地
方
Ｖ
の
撰
図
に
鐸
効
を
冠
一
一
一
臣
し
た
い
。

ｄ
４
共
産
党
は
、
い
宮
も
榎
本
的
に
、
宮
た
他
の
受
政
政
党
の
ど
こ
よ
り
も

躯
．
能
に
、
民
衆
に
た
め
す
る
一
’
管
董
の
匡
猛
一
」
」
を
二
畳
と
し
て
功
ろ
Ｃ
登
奴
の

併
革
政
治
か
匡
民
の
多
数
者
に
六
い
す
る
綾
合
力
を
失
っ
た
い
注
、
日
共
の
攻

輯
が
一
段
と
目
立
っ
た
の
も
こ
の
た
め
な
の
だ
と
種
た
ち
は
判
断
し
て
い
る
。

〃

長
ら
は
い
寸
一
一
歪
よ
り
も
「
較
民
」
を
い
い
「
赴
宣
」
を
い
い
「
労
す
｝
二
一
旛
一
転
」

の
乳
害
に
反
し
て
て
も
「
住
民
の
福
祉
」
を
強
調
す
る
Ｃ
だ
が
こ
の
「
生
民
」

か
自
ら
の
利
害
追
求
に
羽
目
を
ヒ
ィ
し
た
り
、
住
民
内
気
に
異
造
る
猪
碁
力
が

「
乱
立
」
し
た
り
、
篭
じ
て
民
衆
か
自
前
の
活
力
を
と
り
も
ど
し
自
分
の
判
店

で
決
起
す
る
こ
と
を
、
日
共
指
導
部
は
な
に
よ
り
も
恐
れ
て
い
る
Ｃ
こ
れ
は
逆

説
的
な
こ
と
だ
が
、
こ
の
十
五
年
間
に
党
が
様
々
な
急
進
主
義
者
や
、
あ
る
い

は
自
然
発
生
的
な
住
民
達
島
に
対
し
て
き
た
や
り
ロ
を
み
て
き
た
民
衆
は
、
こ

の
党
の
「
住
民
」
路
線
を
真
剣
に
信
じ
こ
れ
に
身
を
あ
ず
け
る
こ
と
は
し
た
い

の
で
あ
る
。

私
た
ち
も
き
た
こ
れ
を
信
じ
な
い
０
日
共
と
反
対
に
、
地
方
の
民
衆
か
い
を

自
前
の
勢
力
を
乱
立
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
新
し
い
政
治
の
は
じ
宮
ｂ
と
し
て
私

た
ち
は
求
め
る
も
の
だ
か
ら
だ
。

Ｚ７７
１７６



治
舞
台
学
電
先
方
か
準
備
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
田
舎
自
民
党
と

田
舎
社
会
党
の
混
乱
と
動
揺
は
、
こ
の
両
党
か
戦
後
地
方
の
民
衆
に
そ
れ
な
り

に
根
を
下
し
て
き
た
事
実
の
卒
直
な
反
映
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
は
敬
意

を
こ
め
て
「
田
舎
Ｉ
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
社
会
党
が
い
く
つ
か

の
地
方
で
公
認
候
補
者
の
選
定
を
め
ぐ
っ
て
内
部
対
立
を
さ
ら
け
だ
し
て
い
る

実
情
を
み
よ
う
。
こ
れ
ら
は
、
協
会
派
と
い
う
「
労
働
者
陪
級
」
｜
辺
倒
の
教

条
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
者
に
た
い
す
る
土
着
社
会
党
の
抵
抗
に
低
一
閃
し
て
い
る
ｃ

協
会
派
は
中
央
か
ら
号
令
を
下
す
「
労
働
者
路
級
の
管
と
と
し
て
、
社
会
党
の

も
つ
人
地
方
Ｖ
の
根
を
断
ち
切
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
Ｃ
陳
卑
の
政
党
か

一
階
級
の
「
私
的
」
利
害
の
椀
設
者
と
し
て
純
化
し
人
地
力
ｖ
か
ら
頭
突
上
劇

れ
て
い
く
■
勢
の
、
典
型
的
一
例
が
こ
こ
に
あ
る
。
地
方
社
会
党
の
内
紛
が
「
左

派
」
と
「
右
派
」
の
対
立
だ
な
ど
と
い
う
「
理
罵
」
の
仕
方
に
は
、
何
の
息
味

も
な
い
ｏ

ひ
る
が
え
っ
て
み
れ
ば
、
保
革
政
治
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
政
治
に
お
け
る

「
右
」
と
「
左
」
の
固
定
的
な
婿
界
線
を
も
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
か
、
い
注
て

は
こ
の
区
分
も
ほ
と
ん
ど
何
の
意
味
も
も
っ
て
い
な
い
。
八
地
力
党
Ｖ
や
八
節

三
勢
力
Ｖ
は
、
従
来
の
左
右
の
ど
ち
ら
か
に
つ
く
も
の
で
も
、
所
し
い
右
や
左

を
つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
§
の
て
も
な
く
、
戦
後
政
給
の
左
右
の
塊
昇
級
に
焦

効
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
今
忍
地
方
に
「
土
璃
」
し
て
き
た
か
ゆ

え
に
い
古
内
部
の
危
機
に
み
宮
わ
れ
て
い
る
地
方
自
艮
と
地
方
社
会
の
山
党
に

切
り
込
ん
で
い
く
こ
と
は
、
各
地
の
第
三
勢
力
の
飛
鰍
に
と
っ
て
必
麺
の
条
件

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
地
方
の
第
三
勢
力
に
と
っ
て
問
題
は
た
だ
ち
に
「
彬
刀
問

題
」
だ
‐
く
さ
き
に
私
た
ち
が
書
い
た
の
も
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
中
央
か
ら
の
「
第
三
勢
力
の
号
令
」
な
ど
は
拒
否
す
る
か
、
し
か
し
、

民
衆
の
新
し
い
政
治
志
向
が
、
各
地
二
つ
一
つ
成
長
す
る
も
の
だ
な
ど
と
考
介
方

主
と
し
て
地
方
住
民
の
諸
利
害
を
め
ぐ
っ
て
闘
わ
れ
た
昨
生
の
地
方
選
挙
と

ち
が
い
、
次
の
ヨ
ッ
キ
ー
ド
選
挙
」
は
、
政
治
の
理
〈
葎
的
倫
理
的
な
目
標
を

追
求
す
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
椎
も
彼
も
、
我
と
そ
は
ク
リ
ー
ン
だ
と
主
張

し
、
主
張
か
ら
す
る
保
守
と
雌
新
の
相
違
は
こ
れ
左
て
以
上
に
見
え
に
く
く
た

る
は
ず
だ
○
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
う
え
て
も
佛
航
の
違
い
は
洞
え
る
か
、
こ
れ
も
彼

ら
の
合
意
の
体
制
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
だ
。
空
虚
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
白
け
た
民

衆
を
さ
え
に
上
滑
り
し
て
い
く
Ｏ

ク
リ
ー
ン
か
否
か
な
ど
は
、
こ
と
わ
る
堂
で
も
な
く
王
鷲
を
問
題
で
は
な
い
。

論
点
を
こ
こ
に
し
ぼ
る
こ
と
は
既
成
の
政
粭
の
陰
規
て
あ
る
○
け
れ
ど
も
、
私

た
ち
は
本
当
の
意
味
で
政
論
の
倫
理
的
な
目
橡
か
い
玄
、
問
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
兇
過
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
救
国
・
救
民
と
い
う
政
治
の
初
心
が
問

わ
れ
て
い
る
，
久
私
た
ち
は
前
に
好
い
た
。
各
地
に
乱
立
す
べ
き
民
衆
の
自
前

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
具
体
的
な
利
容
の
追
求
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
つ
の
新
し

い
国
民
運
動
の
潮
流
を
形
成
す
る
の
も
こ
の
時
な
の
だ
。

戦
後
民
主
主
義
と
保
革
政
治
の
三
十
年
に
あ
っ
て
も
、
地
方
に
土
着
し
地
方

の
民
心
に
根
ざ
し
た
政
治
の
志
向
の
水
脈
が
、
各
地
で
洞
れ
る
こ
と
た
く
続
い

て
き
た
こ
と
を
私
た
ち
は
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
地
方
の
民
心
に
土
着
す
る

ゆ
え
に
各
地
で
孤
立
し
保
姑
政
治
の
も
と
で
は
華
々
し
く
中
央
政
治
に
登
場
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦
前
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
権
力
の
弾
圧
で
各
地
に
武
え
た

農
本
主
義
や
民
族
主
義
の
一
挺
側
あ
る
い
は
戦
後
の
に
ぎ
や
か
な
政
治
運
動
に

背
を
む
け
た
文
化
埴
命
の
志
向
な
ど
今
ぺ
い
２
ｔ
私
た
ち
は
見
失
う
こ
と
は
な

い
。
彼
ら
失
躍
人
士
の
軌
跡
が
、
地
方
政
治
の
か
ら
み
の
な
か
一
、
注
た
様
亨

β

の
住
民
運
動
の
な
か
で
、
思
い
も
か
け
ず
表
面
に
で
て
く
る
の
を
、
私
た
ち
は

い
さ
に
発
見
す
る
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
卒
直
に
、
こ
れ
ら
の
人
々
と
政
治
の

も
の
で
は
な
い
。
各
地
の
第
三
勢
力
の
乱
立
は
全
国
的
Ｋ
一
つ
の
潮
流
を
形
成
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
Ｃ
来
る
べ
き
選
挙
の
舞
台
が
、
安
杢
確
党
の
決
起
の
潮
流
を

期
せ
ず
し
て
形
成
し
、
そ
の
波
及
力
と
影
審
刀
か
再
度
各
地
の
墓
一
一
勢
力
に
か
え

っ
て
く
る
と
い
う
ダ
ィ
ナ
ミ
ヶ
ク
ス
か
、
新
し
い
政
治
の
成
長
そ
の
も
の
に
必
妥
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
選
挙
後
の
政
治
状
況
は
、
保
革
政
治
と
の
対
決
を
通
じ
た
地

方
第
三
勢
力
の
顔
合
と
迎
合
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
保
守
と
革
一
気
右
と
左
の
政

治
構
造
を
、
根
本
か
ら
組
み
を
お
し
て
い
く
も
の
と
造
る
で
あ
ろ
う
Ｃ
私
た
ち

は
こ
れ
こ
そ
が
、
変
革
期
に
ふ
さ
わ
し
い
政
治
の
あ
り
方
だ
と
確
信
す
る
。

私
た
ち
は
と
も
に
、
茨
城
の
地
に
お
け
る
八
地
方
党
Ｖ
の
政
治
実
験
に
協
力

し
、
宣
允
そ
の
意
図
と
珪
括
竜
雑
誌
「
東
風
」
お
よ
び
「
遠
方
か
ら
」
を
通

じ
て
各
々
つ
つ
み
隠
す
こ
と
な
く
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
さ
た
私
た
ち
は
、
多

く
の
も
の
か
ら
投
げ
つ
け
ら
れ
た
悪
罵
に
も
、
治
安
当
局
Ⅱ
マ
ス
マ
ミ
の
共
同

作
業
と
し
て
行
わ
れ
た
「
鹿
石
・
極
左
の
接
近
」
と
い
う
大
合
唱
に
も
た
だ
だ

在
っ
て
徴
笑
を
か
え
し
て
き
た
Ｃ
程
た
ち
は
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
試
み
が
現

在
一
地
方
に
と
ど
在
っ
て
い
る
と
い
う
限
界
を
痛
切
に
感
じ
て
い
る
。
私
た
ち

と
同
じ
よ
う
な
政
治
的
志
向
か
、
各
地
で
芽
ば
え
て
い
る
こ
と
を
確
信
す
れ
ば

こ
そ
左
右
の
こ
と
で
あ
る
Ｃ
し
た
か
っ
て
、
私
た
ち
の
こ
の
呼
び
か
け
は
、
未

知
の
地
方
の
未
知
の
人
占
に
た
い
し
て
、
文
字
通
り
経
験
を
交
流
し
、
来
る
べ

き
総
選
挙
へ
む
け
た
政
治
状
況
の
な
か
で
「
別
個
に
す
す
ん
で
別
個
に
撃
つ
」

準
備
を
す
る
よ
う
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
返
待
つ
、
汝
の
志
を
語
れ
」
。

初
心
を
共
有
し
た
い
と
思
う
。

実
際
、
な
に
よ
り
も
政
治
の
倫
理
的
性
格
を
虚
祝
し
た
は
ず
の
運
動
の
潮
流

の
な
か
か
ら
、
今
日
「
右
兒
」
児
玉
香
士
夫
を
生
み
だ
し
た
こ
と
に
讃
徴
的
で

は
な
い
か
。
ロ
ッ
キ
ー
ト
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
お
け
る
児
玉
の
役
割
は
、
た
ん

に
係
散
政
治
の
黒
幕
で
あ
っ
た
に
と
ど
戎
ら
十
、
世
界
資
本
と
ア
メ
リ
カ
帝
国

義
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
手
先
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
長
年
共
産
主
義
者
に
投
げ

つ
け
て
き
た
「
売
国
・
売
民
」
の
非
難
か
そ
っ
く
り
自
ら
に
投
げ
返
さ
れ
る
。

今
日
日
本
共
産
党
な
ど
に
「
蚊
国
・
革
新
」
の
字
面
を
ほ
わ
れ
て
し
さ
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
国
の
ナ
ン
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
深
い
頽
廃
か
あ
る
○

四ｌ

私
た
ち
の
み
る
と
こ
ろ
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
め
ぐ
る
政
治
流

動
と
来
る
べ
き
総
選
挙
は
、
民
衆
の
政
治
志
向
に
「
第
三
勢
力
」
と
し
て
の
形

を
与
え
る
た
め
の
、
側
が
た
い
機
会
で
あ
る
。
す
て
に
何
年
も
影
か
ら
保
革
政

治
を
お
び
や
か
し
て
き
た
わ
か
幻
の
「
日
本
密
瑳
凄
と
に
、
ふ
さ
わ
し
い
名
前

と
形
を
与
え
る
闘
い
を
い
１
こ
そ
開
始
す
る
べ
２
で
は
な
い
か
。

私
た
ち
も
両
者
そ
れ
ぞ
れ
に
、
二
次
城
の
地
で
お
こ
な
っ
た
「
調
杏
亡
と
「
実

験
」
に
も
と
づ
い
て
、
八
地
方
Ｖ
の
挑
戦
。
Ａ
地
方
Ｖ
へ
の
挑
戦
を
さ
ら
に
追

求
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
い
。
も
と
よ
り
、
八
中
央
Ｖ
か
ら
で
あ
れ
他
の

ど
こ
か
ら
で
あ
れ
、
「
索
権
党
」
の
人
士
の
結
壊
を
号
令
す
る
よ
う
な
や
り
口

は
、
無
益
で
あ
り
私
た
ち
の
原
理
に
も
反
す
る
Ｃ
私
た
ち
の
呼
び
か
け
は
、
さ
し

あ
た
っ
て
、
地
方
結
社
・
地
方
第
三
勢
力
の
全
国
的
な
乱
立
に
柞
仔
Ａ
五
て
い
る
。

今
回
は
と
り
わ
け
、
保
畝
政
治
が
涌
意
し
て
く
れ
る
選
挙
と
い
う
政
治
舞
台

を
見
過
ご
し
て
よ
い
は
ず
か
を
い
ｏ
地
方
の
保
守
・
革
斬
の
動
揺
と
自
侭
喪
失

に
つ
け
こ
ん
で
、
こ
れ
ら
を
醒
休
し
自
ら
の
影
轡
下
に
お
く
こ
と
の
で
き
る
政
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